
中学基礎がため

文  法

　
中学国語

別 冊

解答と解説

➡

て
い
ね
い
に
引
っ
ぱ
っ
て
く
だ
さ
い
。
別
冊
解
答
に
な
り
ま
す
。



2

一
章

言
葉
の
単
位

言
葉
の
単
位

1

文
章
・
段
落
・
文
／
文
節
・
単
語

P.4	
	
	
	

㋐　
文
章　
　
㋑　
文　
　
㋒　
段
落

	
	
	
	

(1)　
段
落
の
初
め
…	

最
近
の
・
そ
れ
は	

例
え
ば
・
し
か
し　
（
順
不
同
）

　　
数
…
四

(2)　
八

P.5	
	
	
	

（
上
か
ら
）
文　
文
節　
単
語

(1)　
文　
　
(2)　
文
節　
　
(3)　
単
語

(1)　
Ａ　
ア　
　
Ｂ　
イ

(2)　
Ａ　
イ　
　
Ｂ　
ア

(3)　
Ａ　
イ　
　
Ｂ　
ア

(4)　
Ａ　
イ　
　
Ｂ　
ア

(5)　
Ａ　
ア　
　
Ｂ　
イ　

一
章

言
葉
の
単
位

文
節
と
単
語

2

文
節
と
単
語
の
分
け
方 

1

P.6	
	
	
	

(1)　
犬
が
＜ネ
走
る
。

(2)　
父
と
＜ネ
散
歩
を
＜ネ
す
る
。

(3)　
美
し
い
＜ネ
絵
が
＜ネ
あ
る
。

(1)　
庭
に
／
水
を
／
ま
く
。

(2)　
新
幹
線
で
／
京
都
へ
／
行
く
。

(3)　
先
生
は
／
い
つ
も
／
や
さ
し
い
。

(4)　
授
業
の
／
復
習
を
／
毎
日
／
行
う
。

(5)　
静
か
な
／
公
園
で
／
少
し
／
休
む
。

(1)　
僕
は
／
水
が
／
飲
み
た
い
。

確
認 
1

12

確
認 

2

123

確
認 

1

123

(2)　
母
は
／
本
を
／
読
む
の
が
／
好
き
だ
。

(3)　
弁
当
を
／
残
さ
ず
／
き
れ
い
に
／
食
べ
た
。

(4)　
二
人
で
／
重
い
／
荷
物
を
／
部
屋
に
／
運
ぶ
。

(5)　
今
年
の
／
夏
は
／
意
外
と
／
涼
し
い
と
／
思
う
。

	
	
	
	

振
り
回
す　
チ
ェ
ッ
ク
す
る　
細
長
い　
心
苦
し
い

注
意
す
る

P.7	
	
	
	

(1)　
高
く
／
舞
い
上
が
る
。

(2)　
と
て
も
／
書
き
や
す
い
。

(3)　
夏
の
／
夜
は
／
暑
苦
し
い
。

(4)　
映
画
を
／
見
て
／
感
動
す
る
。　

(1)　
父
が
／
弟
を
／
呼
び
出
す
。

(2)　
重
苦
し
い
／
空
気
が
／
会
議
室
に
／
流
れ
る
。

(3)　
歌
詞
が
／
難
し
い
の
で
／
歌
い
に
く
い
。

(4)　
目
前
に
／
広
が
る
／
風
景
を
／
ス
ケ
ッ
チ
す
る
。

	
	
	
	

静
か
で
は
／
な
い
・
よ
く
は
／
な
い

悔
し
く
は
／
な
い
・
確
実
で
は
／
な
い　
（
順
不
同
）

(1)　
あ
ま
り
／
大
き
く
／
な
い
。

(2)　
部
屋
は
／
き
れ
い
で
／
な
い
。

(3)　
プ
ー
ル
の
／
水
が
／
冷
た
く
／
な
い
。

(4)　
君
の
／
手
伝
い
は
／
必
要
で
／
な
い
。

(1)　
友
達
の
／
努
力
は
／
決
し
て
／
む
だ
で
／
な
い
。

(2)　
距
離
が
／
近
く
／
な
い
の
で
／
疲
れ
た
。

(3)　
彼
が
／
来
な
い
か
ら
／
お
も
し
ろ
く
／
な
い
。

(4)　
元
気
で
／
な
い
／
理
由
が
／
わ
か
ら
な
い
。

(5)　
魚
が
／
釣
れ
な
い
の
は
／
珍
し
く
／
な
い
。

確
認 

2

123

確
認 

3

123
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一
章

言
葉
の
単
位

文
節
と
単
語

2

文
節
と
単
語
の
分
け
方 

2

P.8	
	
	
	

帰
っ
て
く
る　
呼
ん
で
み
る　
買
っ
て
お
く

笑
っ
て
い
る　
教
え
て
や
る

	
	
	
	

(1)　
道
を
／
聞
い
て
／
み
る
。

(2)　
牛
乳
を
／
飲
ん
で
／
い
る
。

(3)　
飛
ん
で
／
く
る
の
は
／
鳥
だ
。

	
	
	
	

(1)　
美
容
院
で
／
髪
を
／
切
っ
て
／
も
ら
う
。

(2)　
母
が
／
弁
当
を
／
作
っ
て
／
く
れ
る
。

(3)　
い
と
こ
は
／
北
海
道
に
／
住
ん
で
／
い
る
。

(4)　
描
き
あ
げ
た
／
絵
を
／
飾
っ
て
／
お
く
。

	
	
	
	

Ａ　
近
所
・
図
書
館
・
行
く

	
	
	
	

Ｂ　
の
・
に	
（
順
不
同
）

P.9	
	
	
	

(1)　
空
／
が
／
明
る
い
。　

(2)　
バ
ス
／
か
ら
／
降
り
る
。

(3)　
数
学
／
の
／
問
題
／
を
／
解
く
。

(4)　
玄
関
／
で
／
コ
ー
ト
／
を
／
脱
ぐ
。

	
	
	
	

(1)　
定
規
／
で
／
線
／
の
／
長
さ
／
を
／
測
る
。

(2)　
僕
／
は
／
い
つ
も
／
同
じ
／
時
間
／
に
／
起
き
る
。

(3)　
星
／
が
／
き
ら
き
ら
と
／
光
／
を
／
放
つ
。

(4)　
赤
ち
ゃ
ん
／
の
／
手
／
は
／
と
て
も
／
か
わ
い
い
。

	
	
	
	

(3)　
「
き
ら
き
ら
と
」
で
一
単
語（
副
詞
）。

	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
ア

	
	
	
	

(1)　
乗
せ
／
て
／
あ
げ
る

(2)　
変
わ
っ
／
て
／
い
く

(3)　
読
ん
／
で
／
も
ら
う

確
認 
1

123

確
認 

2

確
認 

3

12
解
説

確
認 

1

P.
70

確
認 

4

確
認 

5

1

	
	
	
	

(1)　
弟
／
に
／
竹
と
ん
ぼ
／
を
／
作
っ
／
て
／
や
る
。

(2)　
合
格
／
を
／
目
標
／
に
／
頑
張
っ
／
て
／
み
る
。

(3)　

	

世
界
／
の
／
人
口
／
が
／
増
え
続
け
／
て
／
い
る
。

一
章

言
葉
の
単
位

テ
ス
ト

P.10	
	
	

(1)　
文
節
…
イ　
単
語
…
ウ

(2)　
文
節
…
ウ　
単
語
…
オ

(3)　
文
節
…
ウ　
単
語
…
エ　

	
	
	

(2)	　
「
～
て
（
で
）
～
」
の
形
の
言
葉
は
、
二
文
節
三
単
語

と
数
え
る
。

	
	
	

(1)　
（
文
節
）
暑
い
か
ら
／
帽
子
を
／
か
ぶ
る
。

　　
（
単
語
）
暑
い
／
か
ら
／
帽
子
／
を
／
か
ぶ
る
。

(2)　
（
文
節
）
子
供
が
／
プ
ー
ル
へ
／
飛
び
込
む
。

　　
（
単
語
）
子
供
／
が
／
プ
ー
ル
／
へ
／
飛
び
込
む
。

(3)　
（
文
節
）
僕
の
／
絵
を
／
見
て
／
も
ら
う
。

　　
（
単
語
）
僕
／
の
／
絵
／
を
／
見
／
て
／
も
ら
う
。

(4)　
（
文
節
）
庭
に
／
赤
い
／
花
が
／
咲
く
。

　　
（
単
語
）
庭
／
に
／
赤
い
／
花
／
が
／
咲
く
。

(5)　
（
文
節
）
数
学
の
／
テ
ス
ト
の
／
勉
強
を
／
す
る
。

　　
（
単
語
）
数
学
／
の
／
テ
ス
ト
／
の
／
勉
強
／
を
／
す
る
。

(6)　
（
文
節
）
遅
く
ま
で
／
勉
強
す
る
。

　　
（
単
語
）
遅
く
／
ま
で
／
勉
強
す
る
。

	
	
	

(2)	
・
(6)　
(2)
の
「
飛
び
込こ

む
」・
(6)
の
「
勉
強
す
る
」
は
複
合

語
な
の
で
、
一
文
節
一
単
語
。

(3)　

	「
見
て
も
ら
う
」
は
、「
～
て
～
」
の
形
の
言
葉
な
の
で
、

2

1
解
説

確
認 

5

P.
9

2
解
説

確
認 

4

P.
9
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二
文
節
三
単
語
に
な
る
。

P.11	
	
	

(1)　
四　
　
(2)　
四

(3)　
そ
し
て
／
実
も
／
よ
く
／
と
れ
た
の
で
す
。

	
	
	

(3)	　
「
と
れ
た
の
で
す
」
で
、
一
文
節
で
あ
る
。「
と
れ
」
だ

け
が
自
立
語
で
、「
た
」「
の
」「
で
す
」
は
付
属
語
。

(1)　
（
文
節
）
た
た
い
て
／
く
れ
る

　　
（
単
語
）
た
た
い
／
て
／
く
れ
る

(2)　
ⓑ

	
	
	

(1)	　
「
た
た
い
て
く
れ
る
」
は
、「
～
て
～
」
の
形
の
言
葉
な

の
で
、
二
文
節
三
単
語
に
な
る
。

(2)	　
a
は
「
で
き
な
い
」、
ⓒ
は
「
も
ら
わ
な
け
れ
ば
」、
ⓓ

は
「
と
れ
な
い
ほ
ど
」
で
一
文
節
。

二
章

文
の
成
分

文
節
の
関
係

1

主
・
述
の
関
係

P.12	
	
	
	

(1)　
主
語
…
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が　
述
語
…
投
げ
る

(2)　
主
語
…
夕
日
が　
述
語
…
美
し
い

(3)　
主
語
…
こ
れ
が　
述
語
…
作
品
だ

(4)　
主
語
…
飲
み
物
が　
述
語
…
あ
る

(1)　
ア　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
ウ　
　
(4)　
エ

P.13	
	
	
	

(1)　
水
が
冷
た
い
。　
　
(2)　
番
犬
が
い
る
。

(3)　
弟
が
泣
く
。　
　
(4)　
こ
れ
が
学
校
だ
。　

	
	
	
	

(1)　
洗
濯
物
が　
　
(2)　
消
し
ゴ
ム
は

(3)　
彼
女
こ
そ

(1)　
述
語
…
勉
強
す
る　
主
語
…
山
田
君
も

(2)　
述
語
…
丸
い　
主
語
…
地
球
は 確

認 

5

P.
9

3
解
説4

解
説

確
認 

5

P.
9

確
認 

1

123

確
認 

2

12

(3)　
述
語
…
あ
る　
主
語
…
千
円
札
が

(1)　
主
語
…
犬
は　
述
語
…
鳴
き
ま
す

(2)　
主
語
…
君
こ
そ　
述
語
…
ふ
さ
わ
し
い

(3)　
主
語
…
内
容
は　
述
語
…
真
実
だ

二
章

文
の
成
分

文
節
の
関
係

1

修
飾
・
被
修
飾
の
関
係

P.14	
	
	
	

(1)　
料
理
を　
　
(2)　
集
ま
る　
　
(3)　
情
報
が

(4)　
と
る

(1)　
花
が　
　
(2)　
中
か
ら　
　
(3)　
低
い

(4)　
練
習
す
る　
　
(5)　
人
生
を　
　
(6)　
笑
う

(1)　
ま
ぶ
し
い　

 

(2)　
マ
ラ
ソ
ン
の　

 

(3)　
と
て
も

P.15	
	
	
	

(4)　
外
か
ら　
　
(5)　
宇
宙
に

	
	
	
	

(1)　
花
が　
　
(2)　
咲
く　
　
(3)　
教
室
で
・
聞
く

(1)　
連
体　
　
(2)　
連
用　
　
(3)　
連
体　
　

(4)　
連
用　
　
(5)　
連
体

(1)　
数
学
の　
　
(2)　
す
ぐ
に

(3)　
連
体
修
飾
語
…
大
き
な　

　　
連
用
修
飾
語
…
教
室
中
に

(4)　

	

連
体
修
飾
語
…
う
れ
し
い	

連
用
修
飾
語
…
次
々
と

二
章

文
の
成
分

文
節
の
関
係

1

接
続
の
関
係
・
独
立
の
関
係

P.16	
	
	
	

(1)　
転
ん
だ
の
で　
　
(2)　
だ
か
ら　
　
(3)　
だ
け
ど

3

確
認 

1

123

確
認 

2

123

確
認 

1

1



5

(4)　
つ
ら
い
け
れ
ど

(1)　
だ
か
ら　
　
(2)　
し
か
し　
　
(3)　
す
る
と

(1)　
困
っ
た
の
で　
　
(2)　
悔
し
い
け
れ
ど

(3)　
走
る
と　
　

P.17	
	
	
	

(4)　
敗
れ
た
が

(1)　
理
由　
　
(2)　
条
件　
　
(3)　
逆
接

	
	
	
	

(1)　
こ
ん
に
ち
は　
　
(2)　
あ
あ　
　
(3)　
も
し
も
し

(4)　
自
立　
　
(5)　
ほ
ら
ほ
ら

(1)　
感
動　
　
(2)　
呼
び
か
け　
　
(3)　
応
答

(4)　
提
示　
　
(5)　
感
動　
　
(6)　
呼
び
か
け

二
章

文
の
成
分

連
文
節

2

主
部
・
述
部
・
修
飾
部
・
接
続
部
・
独
立
部

P.18	
	
	
	

（
上
か
ら
）
主
部　
修
飾
部　
述
部

(1)　
主
部　
　
(2)　
述
部　
　
(3)　
修
飾
部

(4)　
接
続
部　
　
(5)　
独
立
部

(1)　
イ　
　
(2)　
ウ　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
イ

P.19	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
ア

(1)　
イ　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
ア

(1)　
ア　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
ア　
　
(4)　
ア

(1)　
ア　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
ア　
　
(4)　
ア

二
章

文
の
成
分

連
文
節

2

並
立
の
関
係

P.20	
	
	
	

(1)　
①　
ひ
ま
わ
り
が　
　
②　
咲
い
た

(2)　
①　
大
き
く
て　
　
②　
深
い

234

確
認 

2

12

確
認 

1

1234567

確
認 

1

1

(1)　
野
菜
を　
　
(2)　
鮮
や
か
な　
　
(3)　
僕
も

(4)　
明
る
い

(1)　
国
語
や
・
数
学
の

(2)　
ま
じ
め
で
・
す
な
お
な

(3)　
は
さ
み
と
・
の
り
だ　

(4)　
わ
か
り
や
す
く
・
親
切
に

P.21	
	
	
	

(1)　
主
部　
　
(2)　
述
部　
　
(3)　
修
飾
部

(4)　
接
続
部　
　
(5)　
独
立
部

	
	
	
	

(1)　
①　
牛
乳
を

(2)　
①　
ほ
が
ら
か
で　
　
②　
お
お
ら
か
だ

(1)　
バ
ッ
ト
と
ボ
ー
ル
は
野
球
道
具
だ
。

(2)　
父
は
健
康
で
若
々
し
い
。

(3)　
高
く
て
険
し
い
山
に
登
る
。

二
章

文
の
成
分

連
文
節

2

補
助
の
関
係
／
ま
と
め

P.22	
	
	
	

(1)　
い
る　
　
(2)　
み
る　
　
(3)　
ほ
し
い

(4)　
な
い　
　
(5)　
し
ま
う　
　
(6)　
な
い

(1)　
読
ん
で
・
い
る　
　
(2)　
解
い
て
・
み
る

(3)　
必
要
で
・
な
い
の
で　
　
(4)　
し
ま
っ
て
・
お
く

(5)　
買
っ
て
・
や
る　
　
(6)　
描
い
て
・
よ
い

P.23	
	
	
	

(1)　
主
部　
　
(2)　
述
部　
　
(3)　
修
飾
部

(4)　
接
続
部

	
	
	
	

(3)　
「
作
業
の
」
を
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

し
て
い
る
。

(1)　
読
ん
で
・
ほ
し
い
の
は

(2)　
飼
っ
て
・
い
る

23

確
認 

2

確
認 

3

12

確
認 

1

12

確
認 

2

1
解
説2



6

(3)　
に
ぎ
や
か
で
・
な
い

(4)　
置
い
て
・
お
く
の
で　

	
	
	
	

(1)　
修
飾
・
被
修
飾　
　
(2)　
並
立

(3)　
主
・
述　
　
(4)　
補
助

(1)　
食
事
が
・
済
ん
だ
ら

(2)　
大
き
な
・
水
そ
う
が

(3)　
ナ
イ
フ
と
・
フ
ォ
ー
ク
を

(4)　
お
も
し
ろ
く
・
な
い

二
章

文
の
成
分

◆
文
の
組
み
立
て

ま
と
め

P.24	
	
	
	

(1)　
主
・
述　
　
(2)　
修
飾
・
被
修
飾

(3)　
並
立　
　
(4)　
補
助　
　
(5)　
修
飾
・
被
修
飾

(1)　
イ　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
ア　
　

(4)　
ア　
　
(5)　
イ

P.25	
	
	
	

(1)　
①　
補
助　
　
②　
述
部

(2)　
①　
並
立　
　
②　
主
部

(3)　
①　
主
・
述　
　
②　
修
飾
部

(1)　
①　
成
分
…
主
部　
関
係
…
修
飾
・
被
修
飾

　　
②　
成
分
…
修
飾
部　
関
係
…
修
飾
・
被
修
飾

(2)　
①　
成
分
…
接
続
部　
関
係
…
主
・
述

　　
②　
成
分
…
述
部　
関
係
…
補
助

(3)　
①　
成
分
…
接
続
部　
関
係
…
修
飾
・
被
修
飾

　　
②　
成
分
…
修
飾
部　
関
係
…
修
飾
・
被
修
飾

(4)　
①　
成
分
…
独
立
部　
関
係
…
並
立

　　
②　
成
分
…
主
部　
関
係
…
修
飾
・
被
修
飾

ま
と
め

12

確
認 

1

12

確
認 

2

12

二
章

文
の
成
分

テ
ス
ト 

1

P.26	
	
	

(1)　
主
語
…
花
が　
述
語
…
美
し
い　
イ

(2)　
主
語
…
美
術
館
は　
述
語
…
あ
る　
エ

(3)　
主
語
…
弟
も　
述
語
…
中
学
生
だ　
ウ　

(4)　
主
語
…
食
事
さ
え　
述
語
…
通
ら
な
い　
ア

(5)　
主
語
…
朝
露
が　
述
語
…
輝
く　
ア

	
	
	

(3)	

・
(4)　

主
語
に
は
「
が
」
や
「
は
」
だ
け
で
な
く
、「
も
」

や
「
さ
え
」
が
付
く
こ
と
も
あ
る
。

(5)　
主
語
と
述
語
の
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
倒と
う
置ち

の
文
。

①　
姿
が　
　
②　
映
る　
　
③　
映
る

④　
連
用
修
飾
語　
　
⑤　
姿
が　
　
⑥　
連
体
修
飾
語

	
	
	
	　

用
言
を
ふ
く
む
文
節
を
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

す
る
文
節
が
連
用
修
飾
語
、
体

言
を
ふ
く
む
文
節
を
修
飾
す
る
文
節
が
連
体
修
飾
語
で
あ
る
。

独
立
語
…
ね
え　
記
号
…
イ　
　
独
立
語
…
い
や　
記
号
…
ウ

独
立
語
…
や
れ
や
れ　
記
号
…
ア　
（
順
不
同
）

	
	
	

　
独
立
語
は
、ふ
つ
う
、文
の
初
め
に
く
る
。

P.27	
	
	

(1)　
作
ら
な
い
と

(2)　
確
か
に　
め
っ
た
に　
（
順
不
同
）

(3)　
エ　
　
(4)　
で
も

	
	
	

(1)	　
「
人
た
ち
は
・
作
ら
な
い
と
」
は
、
主
・
述
の
関
係
。	

(2)	　
「
確
か
に
」
も
「
め
っ
た
に
」
も
、「
作
ら
な
い
」
の
修

飾
語
。

(3)	　
「（
仮
に
）（
料
理
を
）
作
っ
た
と
し
て
も
」
と
い
う
仮

1
解
説

確
認 

2

P.
13

2
解
説

確
認 

2

P.
15

3
解
説

確
認 

2

P.
17

4
解
説

確
認 

2

P.
13

確
認 

1

P.
14
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定
を
表
し
て
、
あ
と
に
つ
な
い
で
い
る
。

(4)　
接
続
語	

(1)　
親
子
の
銀
狐
は　
　
(2)　
見
え
始
め
ま
し
た

(3)　
　
　
ウ　
　
　
　
オ

	
	
	

(1)	　
「
親
子
の
」
は
「
銀ぎ
ん

狐ぎ
つ
ね

は
」
を
修
飾
し
、
こ
の
二
文
節

で
主
部
と
な
る
。

(2)	　
「
ぽ
っ
つ
り
」
は
、
ど
の
よ
う
に
「
見
え
始
め
」
た
か

を
詳く
わ
し
く
説
明
す
る
修
飾
語
。

(3)	　
　
　
呼
び
か
け
の
言
葉
な
の
で
独
立
語
。

二
章

文
の
成
分

テ
ス
ト 
2

P.28	
	
	

並
立
の
関
係
…
牛
と
・
馬
が　
深
く
・
静
か
な

補
助
の
関
係
…
飲
ん
で
・
い
た　
見
て
・
い
る　
（
順
不
同
）

	
	
	

並
立
の
関
係 

補
助
の
関
係 

(1)　
①　
ウ　
　
②　
ア　
　
③　
イ

(2)　
①　
ア　
　
②　
エ　
　
③　
ウ　
　
④　
イ

	
	
	
	　

二
つ
以
上
の
文
節
が
結
び
つ
い
て
文
の
成
分
に
な
っ
て
い

る
と
き
、
そ
れ
ら
を
主
部
・
述
部
・
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

部ぶ

・
接
続
部
・
独

立
部
と
い
う
。

(1)　
①　
並
立　
　
②　
補
助　
　
(2)　
材
料
と

(3)　
文
の
成
分
…
主
部

　
　
文
節
の
関
係
…
修
飾
・
被
修
飾　

	
	
	

(3)　
③
は
、「
守
り
育
て
た
の
で
す
」
の
主
部
に
な
っ
て
い
る
。

P.29	
	
	

(1)　
エ　
　
(2)　
見
て
過
ご
す　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
並
立

確
認 

1

P.
16

5

ａ

ｂ

解
説

ｂ

確
認 

2

P.
17

1
解
説

確
認 

1

P.
20

確
認 

1

P.
22

2
解
説

確
認 

1

P.
18

3
解
説4

	
	
	

(1)	　

文
節
と
文
節
を
つ
な
ぐ
働
き
を
し
て
い
る
接
続
語
。	

(2)	　
「
黙だ
ま

っ
て
」
は
、
ど
の
よ
う
に
「
見
て
過
ご
す
」
の
か

を
詳く
わ

し
く
説
明
す
る
修
飾
語
。

(4)	　
「
恥は

じ
た
り
悔く

い
た
り
」
と
順
序
を
入い

れ
換か

え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
並へ
い
立り
つ
の
関
係
。

(1)　
健
太
郎
は　
　
(2)　
①　
エ　
　
②　
ウ

(3)　
①　
実
感
し
ま
し
た　
　
②　
連
用

	
	
	

(2)	　

①　
「
～
（
す
る
）
と
」
と
い
う
条
件
を
示
し
て
お
り
、

接
続
部
で
あ
る
。

(3)	　
「
子
供
心
に
も
→
実
感
し
ま
し
た
」
と
い
う
修
飾
・
被ひ

修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

の
関
係
。
ま
た
、
用
言
を
ふ
く
む
文
節
を
修
飾
し
て
い

る
の
で
、「
子
供
心
に
も
」
は
連
用
修
飾
語
。

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

品
詞
分
類

1

品
詞
の
分
類 

1

P.30	
	
	
	

(1)　
自
立
語
…
鳥
・
空
・
飛
ぶ

　
　
付
属
語
…
が
・
を

(2)　
自
立
語
…
バ
ラ
・
花
瓶
・
さ
す

　
　
付
属
語
…
を
・
に　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

(1)　
自
立
語
…
家
・
の
ん
び
り
・
過
ご
す

　
　
付
属
語
…
で

(2)　
自
立
語
…
こ
こ
・
学
校
・
歩
き

　
　
付
属
語
…
か
ら
・
ま
で
・
ま
す

(3)　
自
立
語
…
私
・
弟
・
い

　
　
付
属
語
…
に
・
は
・
が
・
ま
す　
（
順
不
同
）

解
説

確
認 

1

P.
16

確
認 

2

P.
15

確
認 

3

P.
21

5
解
説

確
認 

2

P.
15

確
認 

1

12
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自
立
語
…
鉛
筆
・
ナ
イ
フ
・
削
る　

付
属
語
…
を
・
で　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

P.31	
	
	
	

語
形
が
変
化
す
る

(1)　
飛
ば　
　
(2)　
美
し
く　
　
(3)　
静
か
で

	
	
	
	

(1)　
①　
は
・
が　
（
順
不
同
）

　
　
②　
ら
し
い

(2)　
①　
を
・
に　
（
順
不
同
）

　
　
②　
た
い

①　
ま
で
・
の
・
は　
（
順
不
同
）

②　
そ
う
だ

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

品
詞
分
類

1

品
詞
の
分
類 

2
／
ま
と
め

P.32	
	
	
	

(1)　
魚　
　
(2)　
小
鳥

四
月
・
机
・
時
計　
（
順
不
同
）

	
	
	
	

(1)　
副
詞　
　
(2)　
連
体
詞　
　
(3)　
接
続
詞

P.33	
	
	
	

(4)　
感
動
詞

	
	
	
	

(1)　
飛
び
回
る　
　
(2)　
う
す
い

(3)　
は
な
や
か
だ

幸
福
だ
・
助
け
る
・
丸
い　
（
順
不
同
）

	
	
	
	

	　
「
時
間
」
は
体
言
。「
そ
し
て
」「
ま
る
で
」「
あ
の
」

「
た
ぶ
ん
」
は
活
用
し
な
い
の
で
、
用
言
で
は
な
い
。

	
	
	
	

(1)　
自
立
語
、
活
用
し
な
い
、
主
語
に
な
れ
る

(2)　
自
立
語
、
活
用
す
る
、
述
語
に
な
れ
る

(3)　
自
立
語
、
活
用
す
る
、
述
語
に
な
れ
る

(4)　
自
立
語
、
活
用
す
る
、
述
語
に
な
れ
る

3

確
認 
2

12

確
認 

3

12

確
認 

1

12

確
認 

2

確
認 

3

12
解
説

ま
と
め

1

①　
運
動
・
体　
　
②　
適
度
な
・
よ
い

③　
は
・
に　
（
①
～
③
は
順
不
同
）

④　
ら
し
い　

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

名
詞

2

名
詞
の
性
質
と
働
き

P.34	
	
	
	

①　
自
立
語　
活
用　
　
②　
名
前

③　
主
語　
　
④　
名
詞

(1)　
黒
板　
　
(2)　
青
森
県　
　
(3)　
テ
ン
ト

(4)　
気
持
ち

(1)　
新
聞
・
記
事　
　
(2)　
病
院
・
診
察

(3)　
家
族
・
北
海
道
・
旅
行

(4)　
テ
レ
ビ
・
評
判
・
サ
ー
カ
ス
団

(5)　
世
界
・
山
・
エ
ベ
レ
ス
ト　
　
　
（
順
不
同
）

	
	
	
	

	

(4)	　
「
評
判
」
は
、「
評
判
が
い
い
。」
な
ど
の
よ
う
に
、

主
語
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
名
詞
で
あ
る
。

P.35	
	
	
	

(1)　
レ
ス
ト
ラ
ン　
料
理

(2)　
弟　
リ
レ
ー　
選
手

(3)　
他
人　
心　
痛
み

(4)　
琵
琶
湖　
日
本　
湖　
（
順
不
同
）

	
	
	
	

(3)	　
「
痛
み
」
の
「
み
」
は
程
度
や
状
態
な
ど
を
表
す
接せ
つ

尾び

語ご

で
、
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
一
部
に
付
い
て
名
詞

を
作
る
。

(1)　
図
書
館　
資
料

(2)　
単
語　
意
味　
辞
書

(3)　
将
来　
進
路　
時
間

2

確
認 

1

123
解
説4

解
説5
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(4)　
父　
レ
コ
ー
ド　
趣
味

(5)　
質
問　
人　
職
員
室　
　
（
順
不
同
）

文
法　
自
分
た
ち　
言
葉　
目
的　
（
順
不
同
）

	
	
	
	

	　
「
自
分
た
ち
」
の
「
た
ち
」
は
、
接
尾
語
。
上
の
言

葉
に
付
い
て
い
る
も
の
な
の
で
、
名
詞
の
一
部
と
し
て

い
っ
し
ょ
に
書
き
ぬ
く
。

	
	
	
	

(1)　
主
語　
　
(2)　
述
語　
　
(3)　
修
飾
語

(4)　
独
立
語

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

名
詞

2

名
詞
の
種
類

P.36	
	
	
	

(1)　
①　
普
通　
　
②　
固
有

(2)　
①　
普
通　
　
②　
固
有　

(3)　
①　
固
有　
　
②　
普
通

普
通
名
詞
…
麦
茶
・
読
書
・
神
社
・
は
さ
み

固
有
名
詞
…
熊
本
県
・
源
氏
物
語

　
　
　
　
　
夏
目
漱
石
・
イ
タ
リ
ア　
（
順
不
同
）

(1)　
い
と
こ　
長
野
県　
　
(2)　
野
口
英
世　
伝
記

(3)　
中
山
先
生　
人
気　
　
(4)　
授
業　
イ
ギ
リ
ス　

(5)　
山
田
さ
ん　
改
札
口

(6)　
父　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

	
	
	
	

	

(6)	　
「
出
張
し
た
」
は
「
出
張
す
る
」
と
い
う
動
詞
に

付
属
語
「
た
」
が
付
い
た
も
の
で
あ
る
。

P.37	
	
	
	

四
位
・
十
日
目
・
百
円
・
二
十
人　
（
順
不
同
）

(1)　
一
時
間　
　
(2)　
二
百
頭　
　
(3)　
何
ペ
ー
ジ

	
	
	
	

(1)　
こ
と　
　
(2)　
た
め　
　
(3)　
と
お
り

6
解
説

確
認 

2

確
認 

1

123
解
説

確
認 

2

12

確
認 

3

1

(4)　
は
ず

(1)　
と
こ
ろ　
　
(2)　
ほ
う　
　
(3)　
も
の

(4)　
と
お
り　
　
(5)　
う
ち

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

名
詞

2

代
名
詞
／
指
示
語
／
ま
と
め

P.38	
	
	
	

(1)　
あ
な
た　
　
(2)　
こ
ち
ら　
　
(3)　
そ
こ

そ
ち
ら　
ど
こ　
そ
れ　
あ
っ
ち

	
	
	
	

(1)　
人
称　
　
(2)　
指
示

(1)　
あ
な
た　
こ
れ　
　
(2)　
君　
あ
そ
こ

(3)　
私　
ど
れ

P.39	
	
	
	

(1)　
事
物　
　
(2)　
事
物　
　

(3)　
場
所　
　
(4)　
方
向

(1)　
あ
そ
こ　
ど
の　
　
(2)　
こ
っ
ち　
そ
う

(3)　
そ
の　
こ
ん
な　
　
(4)　
こ
の　
ど
こ　

	
	
	
	

	　
「
こ
・
そ
・
あ
・
ど
」
が
頭
に
付
く
言
葉
を
探
す
。
(2)

の
「
彼か
れ

」
は
、
代
名
詞
で
は
あ
る
が
指
示
語
で
は
な
い
。

	
	
	
	

①　
固
有
名
詞　
　
②　
普
通
名
詞

③　
形
式
名
詞　
　
④　
代
名
詞　
　
⑤　
数
詞

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

動
詞

3

動
詞
の
性
質
と
働
き

P.40	
	
	
	

①　
自
立
語　
活
用　
　
②　
述
語

③　
ウ　
　
④　
動
詞

(1)　
書
く　
　
(2)　
作
る　
　
(3)　
あ
る

(1)　
帰
る　
　
(2)　
休
む　
　
(3)　
選
ぶ

2

確
認 

1

12

確
認 

2

12

確
認 

3

12
解
説

ま
と
め

確
認 
1

123
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(1)　
着
く　
　
(2)　
倒
れ
る　
　

P.41	
	
	
	

(3)　
来
る　
　
(4)　
集
め
る　
　
(5)　
見
る

(1)　
行
っ
→
行
く　
　
(2)　
続
け
→
続
け
る

(3)　
聞
い
→
聞
く　
　
(4)　
飲
ん
→
飲
む　

(5)　
登
ろ
→
登
る　
思
い
→
思
う　
（
順
不
同
）

	
	
	
	

(1)　
述
語　
　
(2)　
修
飾
語　
　
(3)　
主
語

(4)　
接
続
語　
　
(5)　
修
飾
語

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

動
詞

3

動
詞
の
種
類

P.42	
	
	
	

(1)　
出
す　
　
(2)　
出
る

(1)　
①　
他　
　
②　
自

(2)　
①　
自　
　
②　
他

(1)　
始
め
る　
　
(2)　
覚
め
る　
　
(3)　
鳴
ら
す

(4)　
起
き
る

わ
か
す
・
愛
す
る
・
乱
す
・
読
む　
（
順
不
同
）

P.43	
	
	
	

(1)　
飛
べ
る　
　
(2)　
休
め
る　
　
(3)　
泳
げ
る

(1)　
書
け
る　
　
(2)　
運
べ
る　
　
(3)　
ひ
け
る

	
	
	
	

(1)　
イ　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
ア　
　
(4)　
イ

(5)　
イ　
　
(6)　
イ　
　
(7)　
ア　
　
(8)　
ア

み
る
・
あ
る
・
い
る
・
お
く　
（
順
不
同
）

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

動
詞

3

動
詞
の
活
用
形 

1

P.44	
	
	
	

(1)　
（
右
か
ら
）
語
ら　
語
ろ

45

確
認 

2

確
認 

1

1234

確
認 

2

12

確
認 

3

12

確
認 

1

1

(2)　
起
き　
　
(3)　
捨
て　
　
(4)　
来　

(5)　
（
右
か
ら
）
し　
せ　
さ

(1)　
話
そ　
　
(2)　
考
え　
　
(3)　
行
か

(4)　
変
化
し　
　
(5)　
混
ぜ　
　
(6)　
来

P.45	
	
	
	

(1)　
読
み　
　
(2)　
起
き　
　
(3)　
受
け

(4)　
来　
　
(5)　
し

(1)　
か
れ　
　
(2)　
運
び　
　
(3)　
落
ち

(4)　
帰
り　
　
(5)　
勉
強
し

	
	
	
	

(5)　
「
遊
ぼ
」
は
「
う
」
に
続
い
て
い
る
の
で
未
然
形
。

	
	
	
	

(1)　
咲
き　
　
(2)　
咲
い

（
上
か
ら
）
(1)　
浮
き
・
浮
い　
　
(2)　
笑
い
・
笑
っ

(3)　
運
び
・
運
ん　
　
(4)　
変
わ
り
・
変
わ
っ

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

動
詞

3

動
詞
の
活
用
形 

2

P.46	
	
	
	

(1)　
植
え
る　
　
(2)　
待
つ

(3)　
行
く　
　
(4)　
探
す

	
	
	
	

(1)　
植
え
る　
　
(2)　
待
つ

(3)　
行
く　
　
(4)　
探
す

	
	
	
	

(1)　
①　
終
止　
　
②　
連
体

P.47	
	
	
	

(2)　
①　
終
止　
　
②　
連
体

(3)　
①　
連
体　
　
②　
終
止

(4)　
①　
連
体　
　
②　
終
止

	
	
	
	

(1)　
語
れ　
　
(2)　
落
ち
れ　
　
(3)　
捨
て
れ

(4)　
見
れ　
　
(5)　
来
れ　
　
(6)　
注
意
す
れ

	
	
	
	

(1)　
話
せ　
　
(2)　
置
け

2

確
認 

2

12
解
説

確
認 

3

12

確
認 

1

確
認 

2

確
認 

3

確
認 
4

確
認 

5
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(3)　
見
ろ　
見
よ　
　
(4)　
寄
せ
ろ　
寄
せ
よ

(5)　
来
い　
　
(6)　
整
理
し
ろ　
整
理
せ
よ

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

動
詞

3

動
詞
の
活
用
表
／
活
用
の
種
類

P.48	
	
	
	

未
然
形
…
話
さ
・
話
そ　
　
連
用
形
…
話
し

終
止
形
…
話
す　
　
連
体
形
…
話
す

仮
定
形
…
話
せ　
　
命
令
形
…
話
せ

(1)　
活
用
語
尾　
　
(2)　
お　
　

(3)　
未
然
形
…
落
ち　
　
連
用
形
…
落
ち

　
　
終
止
形
…
落
ち
る　
　
連
体
形
…
落
ち
る

　
　
仮
定
形
…
落
ち
れ

　
　
命
令
形
…
落
ち
ろ
・
落
ち
よ　
（
順
不
同
）

	
	
	
	

(2)	　
「
ち
」
は
活か
つ

用よ
う

語ご

尾び

に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
、

語
幹
は
「
お
」
だ
け
で
あ
る
。

P.49	
	
	
	

①　
き　
　
②　
け　
　
③　
じ　
　
④　
じ
れ

⑤　
め　
　
⑥　
め
る　
　
⑦　
カ
行
変
格

⑧　
サ
行
変
格

①　
五
段　
　
②　
上
一
段

	
	
	
	

①	　
活
用
語
尾
が
ア
イ
ウ
エ
オ
の
五
段
に
活
用
し
て
い
る
。

②　
活
用
語
尾
が
イ
段
に
だ
け
活
用
し
て
い
る
。

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

動
詞

3

活
用
の
種
類
の
見
分
け
方

P.50	
	
	
	

カ
変
の
動
詞
…
来
る

サ
変
の
動
詞
…
す
る
・
愛
す
る　
（
順
不
同
）

確
認 

1

12
解
説

確
認 

2

12
解
説

確
認 

1

1

①　
ば　
　
②　
ア　
　
③　
五
段

④　
み　
　
⑤　
イ　
　
⑥　
上
一
段

⑦　
て　
　
⑧　
エ　
　
⑨　
下
一
段

(1)　
五
段　
　
(2)　
下
一
段

(3)　
五
段　
　
(4)　
上
一
段

P.51	
	
	
	

(1)　
降
り
・
上
一
段　
　
(2)　
待
た
・
五
段　

(3)　
固
め
・
下
一
段

(1)　
五
段
活
用
…
外
す
・
立
つ

(2)　
上
一
段
活
用
…
伸
び
る
・
満
ち
る

(3)　
下
一
段
活
用
…
切
れ
る
・
育
て
る

(4)　
カ
行
変
格
活
用
…
来
る

(5)　
サ
行
変
格
活
用
…
復
習
す
る　
（
(1)
～
(3)
順
不
同
）

(1)　
下
一
段　
　
(2)　
五
段　
　
(3)　
上
一
段　
　

(4)　
下
一
段　
　
(5)　
カ
行
変
格　
　
(6)　
五
段　

(7)　
サ
行
変
格

①　
五
段　
　
②　
上
一
段

③　
サ
行
変
格　
　
④　
下
一
段

	
	
	
	

④	　
「
思
い
出
せ
」
は
、
可
能
動
詞
「
思
い
出
せ
る
」

の
未
然
形
。「
思
い
出
せ4

―
な
い
」
と
な
る
の
で
下

一
段
活
用
。
可
能
動
詞
は
す
べ
て
下
一
段
活
用
で
あ

る
。「
思
い
出
す
」
は
、「
思
い
出
さ4

―
な
い
」
と
な

る
の
で
五
段
活
用
。

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

動
詞

3

ま
と
め

P.52	
	
	

い
る
・
投
書
す
る

234567
解
説

1
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間
違
え
る
・
飛
べ
る　
（
順
不
同
）

(1)　
あ
れ
→
あ
る　
　
(2)　
求
め
→
求
め
る

(3)　
起
き
→
起
き
る　
　
(4)　
呼
ん
→
呼
ぶ

(5)　
注
意
し
→
注
意
す
る　
　
(6)　
来
→
来
る

可
能
動
詞
…
泳
げ
る　
　
補
助
動
詞
…
い
る

(1)　
未
然　
　
(2)　
連
用　
　
(3)　
終
止

(4)　
連
体　
　
(5)　
仮
定

P.53	
	
	

(6)　
命
令　
　
(7)　
連
用　
　
(8)　
未
然

	
	
	
	

(7)	　
「
た
」
に
続
い
て
い
る
の
で
、
連
用
形
。「
作
り4

」

→
「
作
っ4

（
た
）」
と
音
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
促そ
く

音お
ん
便び
ん
。

	
	
	

(1)　
五
段　
　
(2)　
サ
行
変
格　
　
(3)　
下
一
段　
　

(4)　
上
一
段　
　
(5)　
カ
行
変
格　

	
	
	

(1)　
出
会
っ　
　
(2)　
ⓓ　
　
(3)　
ア

(4)　
可
能
動
詞
…
な
れ
る　
活
用
の
種
類
…
下
一
段

	
	
	

(1)	　
「
出
会
っ
た
」
と
「
た
」
に
続
い
て
促
音
便
に
な
っ
て

い
る
。「
出
会
っ
」
は
「
出
会
う
」
の
連
用
形
。

(2)　
ⓓ
は
未
然
形
。
他
は
連
用
形
。

(3)	　
「
や
め
る
」
は
体
言
「
こ
と
」
に
続
い
て
い
る
の
で
連

体
形
。
ア
以
外
は
終
止
形
。

(4)	　
「
な
れ
る
」
は
「
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
意
味

の
可
能
動
詞
。
可
能
動
詞
は
す
べ
て
下
一
段
活
用
。

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

形
容
詞

4

形
容
詞
の
性
質
と
働
き

P.54	
	
	
	

①　
自
立
語　
活
用　
　
②　
述
語　
　
③　
い

234
解
説

56
解
説

確
認 

1

1

④　
形
容
詞

(1)　
お
か
し
い　
　
(2)　
安
い　
　
(3)　
悲
し
い

(1)　
強
い　
　
(2)　
美
し
い　
　
(3)　
楽
し
い

(1)　
寒
い　

	 

(2)　
薄
い 	　
(3)　
怖
い　

	 

(4)　
眠
い

P.55	
	
	
	

(1)　
丸
く
→
丸
い　
　
(2)　
珍
し
か
ろ
→
珍
し
い

(3)　
重
け
れ
→
重
い　
　
(4)　
お
い
し
か
っ
→
お
い
し
い

長
い
→
長
い

や
さ
し
く
→
や
さ
し
い

う
れ
し
か
っ
→
う
れ
し
い

	
	
	
	

(1)　
述
語　

 

(2)　
連
体
修
飾
語　

 

(3)　
連
用
修
飾
語

(4)　
主
語　

 

(5)　
接
続
語

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

形
容
詞

4

補
助
形
容
詞
／
形
容
詞
の
活
用

P.56	
	
	
	

(1)　
ほ
し
い　
　
(2)　
よ
い　
　
(3)　
な
い

	
	
	
	

　
「
も
ら
う
」「
く
る
」「
な
る
」
は
補
助
動
詞
。

(1)　
イ　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
ア　
　
(4)　
イ

(1)　
ア　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
ア

(4)　
ア　
　
(5)　
イ　
　
(6)　
イ

P.57	
	
	
	

(1)　
赤
か
ろ　
　
(2)　
赤
か
っ　
　
(3)　
赤
く

(4)　
赤
い　
　
(5)　
赤
い　
　
(6)　
赤
け
れ

(1)　
未
然
形
…
大
き
か
ろ

連
用
形
…
大
き
か
っ

　
　
　
　
大
き
く　

終
止
形
…
大
き
い

連
体
形
…
大
き
い

23456

確
認 

2

確
認 

1

1
解
説23

確
認 

2

12
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仮
定
形
…
大
き
け
れ

(2)
　
未
然
形
…
新
し
か
ろ

連
用
形
…
新
し
か
っ

　
　
　
　
新
し
く

終
止
形
…
新
し
い　

連
体
形
…
新
し
い

仮
定
形
…
新
し
け
れ

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

形
容
詞

4

形
容
詞
の
音
便
／
形
容
詞
の
活
用
表
／
ま
と
め

P.58	
	
	
	

(1)　
ひ
ろ
か
っ　
　
(2)　
ひ
ろ
く　
　
(3)　
ひ
ろ
う

(4)　
た
こ
う　
　
(5)　
お
い
し
ゅ
う

（
右
上
か
ら
）
恥
ず
か
し
か
っ
・
恥
ず
か
し
く

恥
ず
か
し
ゅ
う

	
	
	
	

(1)　
終
止　
　
(2)　
連
体　
　
(3)　
連
体

(4)　
終
止

P.59	
	
	
	

(1)　
か
な
し　
　
(2)　
う
る
さ　
　
(3)　
た
だ
し

(4)　
お
お
き　
　
(5)　
う
ら
や
ま
し

(1)　
か
ろ　
　
(2)　
か
っ　
　
(3)　
く

(4)　
う　
　
(5)　
い　
　
(6)　
け
れ

(1)　
い　
　
(2)　
く　
　
(3)　
か
っ

(4)　
か
ろ　
　
(5)　
け
れ　
　
(6)　
い

P.60	
	
	
	

(1)　
①　
く　
　
②　
う　
（
①
と
②
は
順
不
同
）

③　
い

(2)　
①　
か
ろ　
　
②　
か
っ　
　
③　
け
れ

(3)　
①　
か
ろ　
　
②　
う　
　
③　
い

確
認 

1

12

確
認 

2

確
認 

3

1234

④　
い　
　
⑤　
け
れ

(1)　
連
体　
　
(2)　
終
止　
　
(3)　
連
用

(4)　
連
用　
　
(5)　
連
用　
　
(6)　
仮
定

(7)　
未
然

(1)　
形
容
詞
…
涼
し
く　
活
用
形
…
連
用

(2)　
形
容
詞
…
眠
か
ろ　
活
用
形
…
未
然

(3)　
形
容
詞
…
よ
け
れ　
活
用
形
…
仮
定

形
容
詞
…
楽
し
い　
活
用
形
…
連
体　
（
(3)
は
順
不
同
）

P.61	
	
	
	

忙
し
く
→
忙
し
い

短
か
っ
→
短
い

若
け
れ
→
若
い　
（
順
不
同
）

	
	
	
	

　
「
な
ら
な
い
」の「
な
い
」は
助
動
詞
。

(1)　
美
し
か
ろ　
　
(2)　
美
し
か
っ　
　
(3)　
美
し
く

(4)　
美
し
い　
　
(5)　
美
し
い　
　
(6)　
美
し
け
れ

(1)　
①　
終
止　
　
②　
連
用　
　
③　
未
然

(2)　
a　
な
ご
う　
　
ⓑ　
め
ず
ら
し
ゅ
う

(3)　
ウ

	
	
	
	

(1)	　

①
「
と
」
に
続
い
て
い
る
の
で
終
止
形
。　

②

「
な
い
」
に
続
い
て
い
る
の
で
連
用
形
。　
③
「
う
」

に
続
い
て
い
る
の
で
未
然
形
。

(2)  

ウ
音
便　

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

形
容
動
詞

5

形
容
動
詞
の
性
質
と
働
き

P.62	
	
	
	

①　
自
立
語　
活
用　
　
②　
述
語

③　
だ　
　
④　
形
容
動
詞

56

ま
と
め

1
解
説

確
認 

1

P.
124

23
解
説

確
認 

1

P.
58

確
認 

1

1
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(1)　
さ
わ
や
か
だ　
　
(2)　
豊
か
だ　

(3)　
活
発
で
す

(1)　
便
利
だ　
　
(2)　
好
き
だ　
　
(3)　
静
か
で
す

(1)　
立
派
だ　
　
(2)　
豪
華
だ　
　
(3)　
必
要
だ

(4)　
き
れ
い
で
す

P.63	
	
	
	

(1)　
静
か
だ
ろ
→
静
か
だ

(2)　
豊
か
で
し
ょ
→
豊
か
で
す

(3)　
明
ら
か
な
→
明
ら
か
だ

(4)　
の
ん
き
に
→
の
ん
き
だ

懸
命
な
→
懸
命
だ　
　
わ
ず
か
に
→
わ
ず
か
だ

満
足
だ
っ
→
満
足
だ

	
	
	
	

(1)　
述
語　
　
(2)　
連
体
修
飾
語

(3)　
連
用
修
飾
語　
　
(4)　
主
語　
　
(5)　
接
続
語

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

形
容
動
詞

5

形
容
動
詞
の
活
用
／
形
容
動
詞
の
活
用
表
／
ま
と
め

P.64	
	
	
	

未
然
形
…
き
れ
い
だ
ろ

連
用
形
…
き
れ
い
に

終
止
形
…
き
れ
い
だ　

連
体
形
…
き
れ
い
な

仮
定
形
…
き
れ
い
な
ら

	
	
	
	

未
然
形
…
き
れ
い
で
し
ょ

連
用
形
…
き
れ
い
で
し

連
体
形
…
き
れ
い
で
す

P.65	
	
	
	

(1)　
静
か　
　
(2)　
の
ど
か　
　
(3)　
正
直

(1)　
だ
ろ　
　
(2)　
だ
っ　
　
(3)　
で　
　
(4)　
に

23456

確
認 

2

確
認 

1

確
認 

2

確
認 

3

12

(5)　
だ　
　
(6)　
な　
　
(7)　
な
ら

(1)　
で
し
ょ　
　
(2)　
で
し　
　
(3)　
で
す

P.66	
	
	
	

(1)　
①　
だ
ろ　
　
②　
に　
　
③　
な

(2)　
①　
で
し
ょ　
　
②　
で
し　
　
③　
で
す

(3)　
①　
元
気

②　
だ
っ　
　
③　
で
（
②
と
③
は
順
不
同
）

④　
な
ら

(1)　
連
体　
　
(2)　
連
用　
　
(3)　
連
用　
　

(4)　
終
止　
　
(5)　
連
用　
　
(6)　
仮
定

(7)　
連
用　
　
(8)　
未
然　
　
(9)　
未
然

(10)　
終
止

形
容
動
詞
…
確
か
な
ら　
活
用
形
…
仮
定

形
容
動
詞
…
確
実
で
し
ょ　
活
用
形
…
未
然　
（
順
不
同
）

P.67	
	
	
	

い
や
に
→
い
や
だ

さ
ま
ざ
ま
な
→
さ
ま
ざ
ま
だ　
（
順
不
同
）

(1)　
便
利
だ
ろ　
　
(2)　
便
利
だ
っ　
　
(3)　
便
利
で

(4)　
便
利
に　
　
(5)　
便
利
だ　
　
(6)　
便
利
な

(7)　
便
利
な
ら

(1)　
形
容
詞
…
い
・
う　

形
容
動
詞
…
あ
・
え　
（
順
不
同
）

(2)　
品
詞
名
…
形
容
動
詞　
終
止
形
…
簡
単
だ

(3)　
①　
連
体　
　
②　
連
用

	
	
	
	

(1)	　
い
は「
よ
い
」、
う
は「
速
い
」が
終
止
形
。「
い
」で
終

わ
る
の
で
形
容
詞
。
あ
は「
暖
か
だ
」、
え
は「
真し
ん

剣け
ん

だ
」

が
終
止
形
。「
だ
」
で
終
わ
る
の
で
形
容
動
詞
。

3456

ま
と
め

123
解
説
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三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

◆
活
用
の
あ
る
自
立
語

ま
と
め

P.68	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
ウ　
　
(4)　
ウ

(5)　
イ　
　
(6)　
ア

(1)　
安
い　
イ　
　
(2)　
選
ぶ　
ア　
　

(3)　
来
る　
ア　
　
(4)　
歩
く　
ア　
　

(5)　
は
な
や
か
だ　
ウ　
　
(6)　
遠
い　
イ

	
	
	
	

終
止
形
の
最
後
の
音
で
見
分
け
る
。

	
	
	
	

(1)　
ほ
し
い　
イ

P.69	

(2)　
し
ま
う　
ア　
　
(3)　
く
る　
ア

(4)　
な
い　
イ　
　
(5)　
い
る　
ア

	
	
	
	

	　

終
止
形
が
ウ
段
で
終
わ
れ
ば
補
助
動
詞
、「
い
」
で

終
わ
れ
ば
補
助
形
容
詞
で
あ
る
。

	
	
	
	

①　
品
詞
名
…
ウ　
活
用
形
…
ｄ

②　
品
詞
名
…
ア　
活
用
形
…
ｂ

③　
品
詞
名
…
イ　
活
用
形
…
ｃ

	
	
	
	

①　
「
き
れ
い
な
」
の
終
止
形
は
「
き
れ
い
だ
」。

(1)　
形
容
詞
…
狭
い　
活
用
形
…
連
体　
　
(2)　
い
く

(3)　
ⓒ　
活
用
の
種
類
…
五
段　
　
活
用
形
…
未
然

ⓓ　
活
用
の
種
類
…
下
一
段　
　
活
用
形
…
連
用

(4)　
形
容
動
詞
…
巨
大
な　
活
用
形
…
連
体

	
	
	
	

(3)	　
ⓓ
の
終
止
形
は
「
立
て
る
」。「
て
」
に
続
く
の
は
、

連
用
形
。

確
認 
1

12
解
説

確
認 

2
解
説

確
認 

3

1
解
説2

解
説

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

副
詞

6

副
詞
の
性
質
と
働
き

P.70	
	
	
	

①　
自
立
語　
活
用

②　
状
態

③　
連
用
修
飾
語

④　
副
詞

(1)　
い
き
な
り　
　
(2)　
ほ
と
ん
ど

(1)　
読
む　
　
(2)　
冷
た
い　
　
(3)　
静
か
だ

(4)　
追
い
つ
く　
　
(5)　
多
い

P.71	
	
	
	

(1)　
言
う　
動
詞　

(2)　
冷
た
い　
形
容
詞

(3)　
暖
か
だ　
形
容
動
詞

	
	
	
	

(1)　
遊
ぶ　
　
(2)　
厚
い　
　
(3)　
き
れ
い
だ

(4)　
有
利
だ　
　
(5)　
結
ん
だ　
　
(6)　
高
い

(7)　
激
し
い

	
	
	
	

(1)　
イ　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
ア

	
	
	
	

	　
(1)
「
細
か
い
説
明
」、
(2)
「
に
ぎ
や
か
な
歌
」、
(3)

「
力
強
い
こ
ぶ
し
」、
(4)
「
簡
単
な
こ
と
」
な
ど
と
活
用

さ
せ
て
み
る
。
活
用
す
れ
ば
副
詞
で
は
な
い
。

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

副
詞

6

副
詞
の
種
類 

1

P.72	
	
	
	

(1)　
は
っ
き
り　
　
(2)　
の
ろ
の
ろ

(3)　
パ
タ
パ
タ
と

(1)　
た
ち
ま
ち
→
流
行
す
る

確
認 

1

1234

確
認 

2

確
認 

3
解
説

確
認 
1

12
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(2)　
そ
っ
と
→
立
っ
た

(3)　
ブ
ン
ブ
ン
と
→
振
り
回
す

(4)　
ば
っ
た
り
→
会
っ
た

(1)　
み
る
み
る　
　
(2)　
は
っ
き
り

(3)　
ご
く
ご
く
と　
　

P.73	
(4)　
ほ
っ
と　
　
(5)　
わ
ざ
わ
ざ

	
	
	
	

(1)　
と
て
も　
　
(2)　
き
わ
め
て　
　
(3)　
か
な
り

(4)　
ず
い
ぶ
ん

(1)　
ち
ょ
っ
と
→
増
え
た

(2)　
大
い
に
→
結
構
だ

(3)　
や
や
→
高
い　

(4)　
と
て
も
→
美
し
い

	
	
	
	

(4)　
「
す
ぐ
に
」
は
状
態
の
副
詞
。

(1)　
ず
っ
と
→
魅
力
的
だ
と

(2)　
も
っ
と
→
す
ば
ら
し
い

い
っ
そ
う
→
努
力
し
た
い
と　
（
順
不
同
）

	
	
	
	

　
文
節
単
位
で
書
き
ぬ
く
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

副
詞

6

副
詞
の
種
類 

2

P.74	
	
	
	

(1)　
前
に　
　
(2)　
は
っ
き
り　
　
(3)　
以
前

(4)　
ゆ
っ
く
り

	
	
	
	

	　
(1)
・
(3)
は
名
詞
を
ふ
く
む
文
節
を
、
(2)
・
(4)
は
副
詞

の
文
節
を
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

し
て
い
る
。

(1)　
も
っ
と
→
北
に　
　

(2)　
た
い
そ
う
→
の
ん
び
り
と　
　

3

確
認 

2

12
解
説3

解
説

確
認 

1

1
解
説2

(3)　
だ
い
ぶ
→
前
の

	
	
	
	

	　
(1)
・
(3)
は
名
詞
を
ふ
く
む
文
節
を
、
(2)
は
副
詞
の
文

節
を
修
飾
し
て
い
る
。

	
	
	
	

(1)　
だ
ろ
う　
　
(2)　
な
い　
　
(3)　
た
い

P.75	

(4)　
だ
ろ
う　
　
(5)　
な
い

	
	
	
	

(1)　
て
も　
　
(2)　
よ
う
だ　
　
(3)　
か

(4)　
よ
う
だ　
　
(5)　
か　
　
(6)　
て
も

(1)　
副
詞
…
ま
る
で　
言
葉
…
よ
う
な

(2)　
副
詞
…
と
う
て
い　
言
葉
…
な
い

(3)　
副
詞
…
仮
に　
言
葉
…
て
も

(4)　
副
詞
…
決
し
て　
言
葉
…
な
い

(5)　
副
詞
…
ど
う
ぞ　
言
葉
…
く
だ
さ
い

(6)　
副
詞
…
お
そ
ら
く　
言
葉
…
だ
ろ
う

(7)　
副
詞
…
な
ぜ　
言
葉
…
か

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

副
詞

6

ま
と
め

P.76	
	
	
	

(1)　
じ
っ
く
り　
　
(2)　
ず
い
ぶ
ん　
　

(3)　
お
そ
ら
く　
　
(4)　
く
る
く
る　
　
(5)　
す
ぐ
に

(1)　
と
て
も
→
丁
寧
だ

(2)　
カ
サ
カ
サ
と
→
鳴
る

(3)　
す
ら
す
ら
→
解
け
る
の
は

(4)　
だ
い
ぶ
→
前
に　

(5)　
ぜ
ひ
→
参
加
し
た
い
と

(6)　
ま
っ
た
く
→
行
け
な
か
っ
た
の
で

か
な
り
→
伸
び
た

解
説

確
認 

2

確
認 

3

1212
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(4)	　
「
だ
い
ぶ
」
は
程
度
の
副
詞
で
、
名
詞
を
ふ
く
む

文
節
を
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

し
て
い
る
。

(6)	　
「
行
け
な
か
っ
た
の
で
」
で
一
文
節
。「
行
け
」
が

自
立
語
（
動
詞
「
行
け
る
」
の
未
然
形
）
で
、「
な

か
っ
」「
た
」「
の
で
」
は
付
属
語
。

(1)　
ど
う
か　
　
(2)　
も
し　
　
(3)　
決
し
て

(4)　
ど
う
し
て　
　
(5)　
ま
る
で

P.77	
	
	
	

(1)　
し
ば
ら
く
・
大
変
・
い
つ
も　
（
順
不
同
）

(2)　
ぜ
ひ

	
	
	
	

(1)	　
「
し
ば
ら
く
→
下
宿
す
る
」、「
大
変
→
す
な
お
で
」、

「
い
つ
も
→
か
わ
い
が
っ
て
／
い
た
」
と
修
飾
す
る
。

(2)　
「
ぜ
ひ
～
ほ
し
い
」
と
呼
応
す
る
。

初
め
て
→
焼
い
た

な
か
な
か
→
お
い
し
い

さ
っ
そ
う
と
→
出
た　
（
順
不
同
）

(1)　
①　
や
め
ま
し
た　
　
②　
回
復
し

③　
思
い
出
し
ま
す

(2)　
Ａ　
よ
う
だ　
　
Ｂ　
か

(3)　
常
に
・
す
で
に　
（
順
不
同
）

	
	
	
	

(2)　
Ａ　
「
ま
る
で
」
と
呼
応
す
る
言
葉
が
入
る
。

Ｂ　
「
な
ぜ
」
と
呼
応
す
る
言
葉
が
入
る
。

(3)	　
こ
こ
で
の
「
多
く
」
は
形
容
詞「
多
い
」の
連
用
形
。

「
確
か
に
」
は
形
容
動
詞「
確
か
だ
」の
連
用
形
。

解
説34

解
説56

解
説

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

連
体
詞

7

連
体
詞
の
性
質
と
働
き

P.78	
	
	
	

①　
自
立
語　
活
用　

②　
ど
ん
な

③　
連
体
修
飾
語

④　
連
体
詞

(1)　
そ
の　
　
(2)　
お
か
し
な

(1)　
人
に　
　
(2)　
事
件
が　
　
(3)　
原
宿
か

(1)　
い
ろ
ん
な　
　
(2)　
ど
の　
　
(3)　
た
い
し
た

P.79	
	
	
	

(1)　
こ
の
→
本
は　

(2)　
い
ろ
ん
な
→
情
報
を

(3)　
と
ん
だ
→
迷
惑
を

(4)　
去
る
→
十
月
四
日
に

(5)　
我
が
→
町
の

あ
る
→
日
曜
日　
た
い
し
た
→
熱
で
は　
そ
の
→
日
は

（
順
不
同
）

	
	
	
	

　
「
少
し
」「
す
ぐ
に
」
は
副
詞
で
あ
る
。

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

連
体
詞

7

連
体
詞
の
特
徴
／
ま
と
め

P.80	
	
	
	

(1)　
本
を　
　
(2)　
体
験
を　
　
(3)　
打
撃
は

(4)　
映
像
を　
　
(5)　
猫
が

(1)　
小
さ
な
→
容
器
を

(2)　
と
ん
だ
→
勘
違
い
を

(3)　
あ
ら
ゆ
る
→
状
況
に
も

確
認 

1

1234

確
認 

2

12
解
説

確
認 

1

12
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P.81	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
ア　
　
(4)　
ア

(5)　
イ

	
	
	
	

	　
連れ
ん
体た
い

修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

語ご

に
し
か
な
れ
な
い
か
ど
う
か
を
考
え
る
。

	
	
	
	

(1)　
イ　
　
(2)　
ア

	
	
	
	

　
連
体
詞
は
主
語
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

	
	
	
	

あ
の
・
あ
る
・
と
ん
だ　
（
順
不
同
）

	
	
	
	

　
「
別
の
」
は
、
名
詞
「
別
」
と
付
属
語
「
の
」。

(1)　
①　
手
は　
　
②　
瞳
を　
　
③　
人
と

(2)　
去
る

	
	
	
	

(2)	　
「
小
さ
い
」
は
形
容
詞
。「
こ
れ
」
は
名
詞
（
代
名

詞
）。「
す
て
き
な
」
は
形
容
動
詞
「
す
て
き
だ
」
の

連
体
形
。

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

接
続
詞

8

接
続
詞
の
性
質
と
種
類
／
ま
と
め

P.82	
	
	
	

①　
自
立
語　
活
用　
　
②　
文　
文　

③　
接
続
語　
　
④　
接
続
詞

(1)　
す
る
と　
　
(2)　
と
こ
ろ
が　
　
(3)　
そ
し
て

P.83	
	
	
	

(1)　
だ
か
ら　
　
(2)　
し
か
し

	
	
	
	

(1)　
ま
た　
　
(2)　
そ
れ
と
も

	
	
	
	

(1)　
な
ぜ
な
ら　
　
(2)　
と
こ
ろ
で

P.84	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
ア

	
	
	
	

(1)　
だ
か
ら　
　
(2)　
と
こ
ろ
で　
　
(3)　
だ
が

(4)　
な
お　
　
(5)　
そ
れ
と
も　
　
(6)　
な
ぜ
な
ら

(1)　
と
こ
ろ
が　
　
(2)　
し
た
が
っ
て　
　

(3)　
そ
れ
に　
　
(4)　
あ
る
い
は

確
認 

2
解
説

確
認 
3

解
説

ま
と
め

1
解
説2

解
説

確
認 

1

12

確
認 

2

確
認 

3

確
認 

4

確
認 

5

ま
と
め

12

P.85	
	
	
	

(1)　
だ
か
ら　
　
(2)　
そ
し
て　
　
(3)　
け
れ
ど

(1)　
○　
　
(2)　
だ
か
ら　
　
(3)　
あ
る
い
は

(1)　
Ａ　
イ　
　
Ｂ　
エ　
　
Ｃ　
ア

(2)　
①　
エ　
　
②　
ア

(3)　
よ
っ
て
・
と
こ
ろ
で　
（
順
不
同
）

	
	
	
	

(1)　
Ａ	　
温
泉
か
キ
ャ
ン
プ
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
意
味

な
の
で
、
対
比
・
選せ
ん

択た
く

の
接
続
詞
「
あ
る
い

は
」
を
選
ぶ
。

(2)　
①　
「
だ
が
」「
け
れ
ど
」
は
、
逆
接
の
接
続
詞
。

②　
「
す
る
と
」「
そ
こ
で
」
は
、
順
接
の
接
続
詞
。

(3)　
「
ま
だ
」「
ま
ず
」「
そ
う
」「
と
う
と
う
」
は
副
詞
。

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

感
動
詞

9

感
動
詞
の
性
質
と
種
類
／
ま
と
め

P.86	
	
	
	

①　
自
立
語　
活
用　
　
②　
呼
び
か
け

③　
独
立
語　
　
④　
感
動
詞

(1)　
ま
あ　
　
(2)　
も
し
も
し　
　
(3)　
い
や

(4)　
こ
ん
ば
ん
は

P.87	
	
	
	

(1)　
さ
あ　
　
(2)　
え
え　
　
(3)　
よ
い
し
ょ

(4)　
あ
ら　
　
(5)　
お
は
よ
う

	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
ア

	
	
	
	

感
動
…
へ
え
・
あ
っ　
（
順
不
同
）

呼
び
か
け
…
ね
え

応
答
…
え
え

あ
い
さ
つ
…
さ
よ
う
な
ら

345
解
説

確
認 

1

12

確
認 

2

確
認 

3

ま
と
め
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三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

◆
副
詞
・
連
体
詞
・
接
続
詞
・
感
動
詞

ま
と
め

P.88	
	
	
	

(1)　
ウ　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
エ

(5)　
ア　
　
(6)　
エ　
　
(7)　
イ　
　
(8)　
ウ

	
	
	
	

(1)	
・
(8)　
(1)
の
「
だ
か
ら
」
は
順
接
の
接
続
詞
。
(8)
の

「
と
こ
ろ
が
」
は
逆
接
の
接
続
詞
。
と
も
に
前
後
の

文
と
文
を
つ
な
い
で
い
る
。

(2)　
「
す
で
に
→
迎む
か
え
て
／
い
た
」
と
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

す
る
副
詞
。

(3)	

・
(7)　
(3)
の
「
あ
る
→
人
の
」、
(7)
の
「
ど
の
→
方

法
が
」
と
、
体
言
を
ふ
く
む
文
節
を
修
飾
し
て
い
て

活
用
し
な
い
の
で
、
連
体
詞
。

(4)	

・
(6)　
(4)
の
「
も
し
も
し
」
は
、
相
手
に
呼
び
か
け

る
と
き
に
使
う
感
動
詞
。
(6)
は
、
あ
い
さ
つ
を
表
す
。

(5)	　
「
そ
う
→
思
っ
て
／
い
た
な
ら
」
と
修
飾
し
て
い
る
。

「
こ
う
・
そ
う
・
あ
あ
・
ど
う
」
は
指
示
語
で
、
副
詞
。

	
	
	
	

(1)　
立
て
た
い　
イ　
　
(2)　
災
難
を　
ア

(3)　
か
わ
い
い　
イ

	
	
	
	

(1)	

・
(3)　
(1)
は
「
し
っ
か
り
と
→
立
て
た
い
」、
(3)
は

「
ず
い
ぶ
ん
→
か
わ
い
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
動
詞
を
ふ

く
む
文
節
、
形
容
詞
の
文
節
を
修
飾
し
て
い
る
副
詞
。

(2)	　
「
と
ん
だ
→
災
難
を
」
と
、
体
言
を
ふ
く
む
文
節

を
修
飾
し
て
い
る
の
で
連
体
詞
。

(1)　
か
な
り
→
売
れ
た
の
で　

(2)　
た
い
し
た
→
度
胸
だ

P.89	

(3)　
あ
ら
ゆ
る
→
可
能
性
を

	
	
	
	

(1)　
「
こ
の
」
は
連
体
詞
。「
本
は
」
を
修
飾
す
る
。

確
認 
1

解
説

確
認 

2

P.
82

確
認 

2

1
解
説2

解
説

(2)	　
「
堂
々
と
」
は
副
詞
。「
言
え
る
な
ん
て
」
を
修
飾

す
る
。

(3)	　
「
常
に
」
は
副
詞
。「
秘ひ

め
て
／
い
る
」
を
修
飾
す

る
。

	
	
	
	

副
詞
…
さ
っ
そ
う
と　
　
連
体
詞
…
去
る

	
	
	
	

	　
「
盛せ
い
大だ
い
に
」
は
、「
行
わ
れ
た
」
を
修
飾
し
て
い
る
が
、

「
盛
大
な
」「
盛
大
で
（
な
い
）」
な
ど
と
活
用
す
る
の

で
、
形
容
動
詞
「
盛
大
だ
」
の
連
用
形
。

	
	
	
	

(1)　
副
詞　
　
(2)　
接
続
詞　
　
(3)　
副
詞

(4)　
感
動
詞

	
	
	
	

	

(1)	

・
(2)　
(1)
は
、「
ま
た
」
の
位
置
を
変
え
て
「
電
話
が

ま
た
か
か
っ
て
き
た
」
と
し
て
も
意
味
が
通
じ
る
が
、

(2)
の
「
ま
た
」
は
、
位
置
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(3)	

・
(4)　
(3)
は
「
ち
ょ
っ
と
→
泳
い
だ
」
と
用
言
（
動
詞
）

を
ふ
く
む
文
節
を
修
飾
。
(4)
は
相
手
に
呼
び
か
け
て

い
る
感
動
詞
で
、
文
中
で
は
独
立
語
に
な
っ
て
い
る
。

(1)　
①　
ウ　
　
②　
ア　
　
③　
イ　
　
④　
エ

(2)　
イ

(3)　
副
詞
…
よ
ほ
ど
→
多
い
と

連
体
詞
…
そ
の
→
体
の

	
	
	
	

(1)　
①	　
「
た
く
さ
ん
→
食
べ
る
」
と
用
言
（
動
詞
）

の
文
節
を
修
飾
し
て
い
る
副
詞
。

②	　
前
後
の
文
を
逆
接
の
関
係
で
つ
な
い
で
い
る

接
続
詞
。

③	　
体
言
を
ふ
く
む
文
節
「
種
類
の
」
を
修
飾
し

て
い
る
連
体
詞
。

3
解
説

確
認 

3

1
解
説2

解
説
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④	　
文
の
初
め
に
あ
り
、
感
動
を
表
し
て
い
る
感

動
詞
。

(2)	　
文
末
に
「
食
べ
て
し
ま
う
か
ら
だ

4

4

4

」
と
あ
る
の
で
、

説
明
・
補
足
を
表
す
接
続
詞
を
選
ぶ
。

(3)	　
副
詞
の
場
合
は
用
言
を
、
連
体
詞
の
場
合
は
体
言

を
修
飾
す
る
言
葉
か
ら
、
活
用
し
な
い
も
の
を
探
す
。

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

助
詞

10

助
詞
の
性
質
と
種
類
／
格
助
詞

P.90	
	
	
	

①　
付
属
語　
活
用

②　
主
語　
　
③　
助
詞

(1)　
が　
　
(2)　
か
ら　
　
(3)　
は　
に

(4)　
の　
を　
　
(5)　
と　
へ

（
上
か
ら
）
が　
の
で　
の　
を　

P.91	
	
	
	

(1)　
が　
　
(2)　
の

(3)　
〔
主
語
を
示
す
〕
…
の

〔
連
用
修
飾
語
を
示
す
〕
…
に
・
を　
（
順
不
同
）

(1)　
場
所　
　
(2)　
時
間　
　
(3)　
対
象

(1)　
ア　
　
(2)　
イ

	
	
	
	

(1)　
イ
は
主
語
を
示
す
。

(2)　
ア
は
連れ
ん
体た
い
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

語ご

を
示
す
。

P.92	
	
	
	

(1)　
イ　
　
(2)　
ウ　
　
(3)　
ア　
　
(4)　
ア

	
	
	
	

イ

P.93	
	
	
	

(1)　
並
立　
　
(2)　
場
所　
　
(3)　
起
点

(4)　
比
較
の
基
準

(1)　
ア　
　
(2)　
ウ　
　
(3)　
ウ　
　
(4)　
イ

確
認 

1

123

確
認 

2

123
解
説4

確
認 

3

確
認 

4

12

(1)　
イ　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
ウ

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

助
詞

10

接
続
助
詞

P.94	
	
	
	

(1)　
順
接　

 	

(2)　
逆
接　

 	

(3)　
逆
接　

 	

(4)　
並
立

(5)　
逆
接 	　
(6)　
順
接 	　
(7)　
逆
接

P.95	
	
	
	

(1)　
①　
順
接　
　
②　
並
立

(2)　
①　
逆
接　
　
②　
順
接

(3)　
①　
並
立　
　
②　
逆
接

(4)　
①　
順
接　
　
②　
並
立

	
	
	
	

(1)　
①　
仮
定　
　
②　
確
定

(2)　
①　
確
定　
　
②　
仮
定

	
	
	
	

(1)　
①　
ア　
　
②　
イ　

(2)　
①　
ア　
　
②　
イ

(3)　
①　
イ　
　
②　
ア

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

助
詞

10

副
助
詞

P.96	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
イ

(1)　
①　
並
立　
　
②　
強
調

(2)　
①　
類
推　
　
②　
例
示

P.97	
	
	
	

(1)　
イ　
　
(2)　
イ

	
	
	
	

(1)　
ア
は
類
推
を
示
す
。

(2)　
ア
は
限
度
を
示
す
。

	
	
	
	

(1)　
①　
限
定　
　
②　
程
度

3

確
認 

1

確
認 

2

確
認 

3

確
認 

4

確
認 

1

123
解
説

確
認 

2

1
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(2)　
①　
程
度　
　
②　
限
定

(3)　
①　
限
度　
　
②　
程
度

(1)　
ア　
　
(2)　
イ

	
	
	
	

(1)　
イ
は
並へ
い

立り
つ

を
示
す
。

(2)　
ア
は
動
作
の
直
後
、
ウ
は
程
度
を
示
す
。

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

助
詞

10

終
助
詞
／
ま
と
め

P.98	
	
	
	

(1)　
イ　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
ア

(4)　
イ　
　
(5)　
ア　
　
(6)　
イ

P.99	
	
	
	

(1)　
①　
接
続　
　
②　
格

(2)　
①　
格　
　
②　
終

(3)　
①　
格　
　
②　
接
続

(1)　
格
助
詞
…
①　
　
接
続
助
詞
…
②

副
助
詞
…
③　
　
終
助
詞
…
④

(2)　
a　
イ　
　
b　
イ　
　
c　
ア

d　
ア　
　
e　
ア

(3)　
順
接

	
	
	
	

(2)	　
b
の
ア
は
主
語
を
示
す
格
助
詞
。
e
の
イ
は
限
度

を
示
す
副
助
詞
。

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

助
動
詞

11

助
動
詞
の
性
質
と
働
き
／【
せ
る
・
さ
せ
る
】

P.100	
	
	
	

①　
付
属
語　
活
用　
　
②　
可
能　
　
③　
助
動
詞

(1)　
せ　
　
(2)　
な
く　
　
(3)　
ま
し
ょ

(4)　
た
か
っ

2
解
説

確
認 

1

ま
と
め

12
解
説

確
認 

1

12

(1)　
な
い　
　
(2)　
よ
う
だ　
　
(3)　
ら
し
い

(4)　
だ

P.101	
	
	
	

(1)　
せ
る　
　
(2)　
さ
せ
る　
　
(3)　
せ
る

(4)　
さ
せ
る

(1)　
せ　
　
(2)　
さ
せ
れ　
　
(3)　
さ
せ
ろ

(4)　
せ　
　
(5)　
さ
せ

	
	
	
	

(1)　
話
さ
（
な
い
）
＋
せ
る　

(2)　
与
え
（
な
い
）
＋
さ
せ
る

(1)　
せ
る　
　
(2)　
さ
せ
る

(3)　
さ
せ
る　
　
(4)　
せ
る

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

助
動
詞

11

【
れ
る
・
ら
れ
る
】／【
た
い
・
た
が
る
】

P.102	
	
	
	

(1)　
受
け
身　
　
(2)　
可
能　
　
(3)　
自
発

(4)　
尊
敬

(1)　
ら
れ　
　
(2)　
れ　
　
(3)　
れ
る　
　

(4)　
ら
れ
れ

	
	
	
	

(4)	　
「
始
め
れ
（
ば
）」
は
、
動
詞
「
始
め
る
」
の
仮
定
形

で
あ
り
、
助
動
詞
「
ら
れ
る
」
が
入
っ
た
形
で
は
な
い
。

	
	
	
	

(1)　
尋
ね
（
な
い
）
＋
ら
れ
る

(2)　
蹴
ら
（
な
い
）
＋
れ
る

(3)　
見
（
な
い
）
＋
ら
れ
る

(1)　
れ
る　
ア　
　
(2)　
ら
れ
る　
イ

(3)　
ら
れ
る　
ウ

P.103	
	
	
	

(4)　
ら
れ
る　
イ　
　
(5)　
れ
る　
エ

(6)　
れ
る　
ア

3

確
認 

2

12

確
認 

3

12

確
認 

1

12
解
説

確
認 

2

12
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(1)　
ア　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
ア

(5)　
ア

(1)　
た
か
っ　
　
(2)　
た
が
ら　
　
(3)　
た
い

(4)　
た
が
る　
　
(5)　
た
け
れ　
　
(6)　
た
が
り

(1)　
た
か
っ　
　
(2)　
た
が
ら　
　
(3)　
た
い

(4)　
た
が
り　
　
(5)　
た
け
れ

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

助
動
詞

11

【
な
い
・
ぬ（
ん
）】／【
だ
・
で
す
】／【
ま
す
】

P.104	
	
	
	

(1)　
聞
こ
え
な
い　
　
(2)　
読
ま
ぬ
（
読
ま
ん
）

(1)　
な
か
っ　
　
(2)　
ぬ
（
ん
）　　
(3)　
な
け
れ

(4)　
ね　
　
(5)　
な
く

	
	
	
	

(1)　
ハ
ト
だ　
　
(2)　
誕
生
日
で
す

(1)　
だ
ろ

P.105	

(2)　
で
し　
　
(3)　
で
す　
　
(4)　
で　
　

(5)　
で
し
ょ　
　
(6)　
な
ら

	
	
	
	

(1)　
飲
み
ま
す　
　
(2)　
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

(3)　
か
け
て
い
ま
す

(1)　
ま
せ　
　
(2)　
ま
し
ょ　
　
(3)　
ま
し

(4)　
ま
す　
　
(5)　
ま
す　
　
(6)　
ま
せ

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

助
動
詞

11

【
た
】／【
う
・
よ
う
】

P.106	
	
	
	

(1)　
過
去　
　
(2)　
完
了　
　
(3)　
存
続

(1)　
イ　
　
(2)　
ア

	
	
	
	

(1)　
完か
ん
了り
ょ
う

の
用
法
を
探
す
。
ア
は
過
去
、
ウ
は
存
続
。

確
認 

3

123

確
認 

1

12

確
認 

2

12

確
認 

3

12

確
認 

1

12
解
説

(2)　
存
続
の
用
法
を
探
す
。
イ
は
完
了
、
ウ
は
過
去
。

(1)　
た　
ウ　
　
(2)　
た　
イ

(3)　
た
ろ　
ア　
　
(4)　
た　
ア

P.107	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
ア

(5)　
ア　
　
(6)　
イ

	
	
	
	

(1)　
飛
ぼ
う 	　
(2)　
信
じ
よ
う 	　
(3)　
同
じ
だ
ろ
う

(1)　
う　
ア　
　
(2)　
う　
イ　

(3)　
よ
う　
ア　
　
(4)　
よ
う　
イ

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

助
動
詞

11

【
ま
い
】
そ
の
他
／
ま
と
め

P.108	
	
	
	

(1)　
ア　

 

(2)　
イ　

 

(3)　
ア　

 

(4)　
イ 　
(5)　
イ

	
	
	
	

(1)　
ア　

 

(2)　
イ　

 

(3)　
イ　

 

(4)　
ア

(1)　
よ
う
だ
っ　
　
(2)　
よ
う
で
し

P.109	

(3)　
よ
う
な　
　
(4)　
よ
う
で

(5)　
よ
う
に　
　
(6)　
よ
う
な
ら

	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
ア

(1)　
そ
う
で　
　
(2)　
そ
う
で
し　
　
(3)　
そ
う
だ
っ

(4)　
そ
う
な
ら　
　
(5)　
そ
う
に　
　
(6)　
そ
う
な

P.110	
	
	
	

(1)　
①　
ア　
　
②　
イ

(2)　
①　
イ　
　
②　
ア

(3)　
①　
イ　
　
②　
ア

	
	
	
	

(1)　
①
は
動
詞
の
連
用
形
、
②
は
終
止
形
に
接
続
。

(2)　
①
は
形
容
詞
の
終
止
形
、
②
は
語
幹
に
接
続
。

(3)　
①
は
形
容
動
詞
の
終
止
形
、
②
は
語
幹
に
接
続
。

	
	
	
	

(1)　
イ　
　
(2)　
イ

3

確
認 

2

確
認 

3

12

確
認 

1

確
認 

2

12

確
認 

3

12

確
認 

4
解
説

確
認 

5
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(1)　
ア　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
イ

P.111	
	
	
	

(1)　
れ
る 	　
(2)　
な
い 	　
(3)　
ま
す 	　
(4)　
た
い

(5)　
だ

(1)　
ら
れ　
　
(2)　
さ
せ　
　
(3)　
な
け
れ

(4)　
で
し
ょ　
　
(5)　
だ
っ　
　
(6)　
そ
う
な

(1)　
①　
受
け
身　
　
②　
推
量

(2)　
助
動
詞
…
せ　
終
止
形
…
せ
る

(3)　
ア　
　
(4)　
な
い　
そ
う
だ　
（
順
不
同
）

	
	
	
	

(3)　
ⓑ
と
ア
は
た
と
え
の
用
法
。
イ
は
推
定
。

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

◆
付
属
語

ま
と
め

P.112	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
イ

	
	
	
	

　
活
用
す
る
か
し
な
い
か
で
見
分
け
る
。

(1)　
「
よ
り
」
は
格
助
詞
。

(2)　
「
ば
か
り
」
は
副
助
詞
。

(3)	　
「
ま
い
」
は
助
動
詞
。

(4)　
希
望
を
表
す
助
動
詞
「
た
い
」
の
連
用
形
。

（
上
か
ら
）
(1)　
は　
か
ら　
に　
て　
ら
し
い

(2)　
が　
を　
に　
の　
へ　
だ
ろ　
う

(3)　
さ
え　
ば　
は　
に　
た
い　
よ
う
だ

	
	
	
	

	

(2)	　

助
動
詞
が
二
つ
あ
る
。「
だ
ろ
」
は
断
定
の
助
動

詞
「
だ
」
の
未
然
形
。「
う
」
は
推
量
の
助
動
詞
。

	
	
	
	

(1)　
イ　
格　
　
(2)　
ア　
副　
　
(3)　
ア　
接
続

(4)　
イ　
終　
　
(5)　
ア　
副

	
	
	
	

(1)	　
「
～
の
た
め
に
」
と
い
う
原
因
・
理
由
を
示
す
。

確
認 

6

ま
と
め

123
解
説

確
認 

1

1
解
説2

解
説

確
認 

2
解
説

ア
は
場
所
を
示
す
。

(2)　
例
示
を
示
す
。
イ
は
類
推
を
示
す
。

(3)　
順
接
の
関
係
を
示
す
。
イ
は
逆
接
を
示
す
。

(4)　
禁
止
を
示
す
。
ア
は
命
令
を
示
す
。

(5)	　
例
を
あ
げ
て
他
を
類
推
さ
せ
る
。イ
は
限
定
を
示
す
。

P.113	
	
	
	

(1)　
意
志	 　
(2)　
否
定	 　
(3)　
た
と
え

(4)　
希
望	 　
(5)　
受
け
身	 　
(6)　
完
了

(7)　
断
定	 　
(8)　
様
態	 　
(9)　
使
役	 　
(10)　
丁
寧

	
	
	
	

(2)	　
終
止
形
は
「
ぬ
（
ん
）」。
助
動
詞
の
活
用
表
を
参

照
し
よ
う
。

(4)　
終
止
形
は
「
た
い
」。

(6)　
「
ち
ょ
う
ど
終
わ
っ
た
」
と
い
う
意
味
な
の
で
完か
ん
了り
ょ
う

。

(7)　
終
止
形
は
「
だ
」。

(9)　
終
止
形
は
「
せ
る
」。

(1)　
①　
ウ　
　
②　
イ　
　
③　
ア　
　
④　
エ

(2)　
a　
イ　
　
ⓑ　
エ　
　
ⓒ　
ア　
　
ⓓ　
ウ

(3)　
あ　
イ　
　
い　
ア

	
	
	
	

(3)	　
あ	　
「
起
き
ら
れ
ず
」
は
、「
起
き
る
こ
と
が
で
き

ず
」
の
意
味
な
の
で
、
可
能
。
ア
は
自
発
。

い	　
「
尋た
ず

ね
た
が
」
の
「
が
」
と
ア
は
逆
接
の
接

続
助
詞
。
イ
は
主
語
を
示
す
格
助
詞
の
「
が
」。

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

テ
ス
ト 

1

P.114	
	
	

①　
ア　
　
②　
イ　
　
③　
エ　
　
④　
ウ

⑤　
カ　
　
⑥　
オ　
　
⑦　
サ　
　
⑧　
コ

確
認 

3

1
解
説

P.
151

2
解
説

1



24

⑨　
キ　
　
⑩　
シ　
　
⑪　
ク　
　
⑫　
ス

⑬　
セ　
　
⑭　
タ

〔
自
立
語
〕
上
等
だ
・
服
・
新
し
い
・
買
う　
（
順
不
同
）

〔
付
属
語
〕
を
・
ま
す
・
た
・
よ　
（
順
不
同
）

〔
自
立
語
〕	「
上
等
だ
」
＝
形
容
動
詞　
「
服
」
＝
名
詞	

「
新
し
い
」
＝
形
容
詞　
「
買
う
」
＝
動
詞

〔
付
属
語
〕「
ま
す
」
と
「
た
」
が
助
動
詞
。

集
ま
る
→
自
動
詞　
　
始
め
る
→
他
動
詞

鳴
る
→
自
動
詞

　
他
動
詞
・
自
動
詞　

P.115	
	
	

(1)　
①　
カ　
　
②　
イ　
　
③　
ケ　
　
④　
ア

　　
⑤　
キ　
　
⑥　
オ　
　
⑦　
コ

(2)　
寒
い
・
な
か
っ　
（
順
不
同
）　　
(3)　
ア

(1)　
①	　
「
あ
る
→
夕
暮
れ
の
」
と
、
体
言
を
ふ
く
む
文
節

を
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

し
て
い
る
。

　　
②	　
「
あ
っ
」
は
補
助
動
詞
（
形
式
動
詞
）「
あ
る
」
の

連
用
形
。　
　
　
　
　
　

な
お
、
直
前
の
「
で
」
は

断
定
の
助
動
詞
「
だ
」
の
連
用
形
。

(2)	　
「
ひ
ど
い
」
は
形
容
詞
。
終
止
形
が
「
い
」
で
終
わ
る

用
言
を
探
す
と
よ
い
。

(3)	　
「
泳
ぐ
」→「
泳
げ
る
」、「
話
す
」→「
話
せ
る
」、「
走
る
」

→
「
走
れ
る
」
の
よ
う
に
、
可
能
動
詞
に
な
る
の
は
、
五
段

活
用
の
動
詞
の
み
。
ア
の
「
見
ら
れ
る
」
は
、
上
一
段
活
用

の
動
詞
「
見
る
」
に
可
能
の
意
味
の
助
動
詞
「
ら
れ
る
」
が

付
い
た
も
の
な
の
で
、
可
能
動
詞
で
は
な
い
。

2
解
説

確
認 

2
・
3

P.
31

3
解
説

確
認 

1

P.
42

4
解
説

確
認 

3

P.
43

確
認 

1

P.
54

確
認 

2

P.
42

●
ら
抜
き
言
葉

　

五
段
活
用
の
動
詞
以
外
は
可
能
動
詞
に
な
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

「
見
れ
る
」
と
い
う
可
能
動
詞
は
な
い
。
ま
た
、「
見
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
う
意
味
で
「
見
る
」
に
可
能
の
助
動
詞
を
付
け
る
と
す
れ

ば
「
ら
れ
る
」
を
付
け
て
「
見
ら
れ
る
」
と
な
る
。「
見
ら
れ
る
」
を

「
見
れ
る
」
と
言
う
の
は
、
文
法
的
に
は
誤
っ
た
言
い
方
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
来
「
ら
れ
る
」
を
付
け
る
べ
き
動
詞
に
「
れ
る
」

を
付
け
る
言
い
方
を
「
ら
抜
き
言
葉
」
と
い
う
。「
着
れ
る
」「
起
き
れ

る
」
な
ど
で
あ
り
、「
着
ら
れ
る
」「
起
き
ら
れ
る
」
と
す
る
の
が
正
し
い
。

(1)　
全 	

く 	

何 	

事 	

も 	

我 	

々 	

に 	

は 	

判 	

ら 	

ぬ

(2)　
a　
活
用
の
種
類
…
ア　
　
b　
活
用
の
種
類
…
イ

　
　
　
　
活
用
形
…
ア　
　
　
　
　
　
活
用
形
…
イ

(1)	　
「
全
く
」
は
「
判わ
か

ら
ぬ
」
を
修
飾
す
る
副
詞
。「
全
く
～

ぬ
」
と
呼
応
し
、
否
定
を
表
し
て
い
る
。

(2)	　

活
用
の
種
類
は
、「
な
い
」
を
付
け
て
み
て
、
そ
の
直

前
の
音
で
見
分
け
る
。　
　
　
　
　
　

活
用
形
は
、
ど
ん

な
言
葉
が
下
に
続
く
か
で
見
分
け
る
。

a	　
「
分
か
ら
―
な
い
」
と
、「
な
い
」
の
前
が
ア
段
の
音

な
の
で
五
段
活
用
。「
ぬ
」
に
続
い
て
い
る
の
で
未
然
形
。

b	　
「
生
き
―
な
い
」
と
、「
な
い
」
の
前
が
イ
段
の
音
な

の
で
上
一
段
活
用
。「
て
」
に
続
い
て
い
る
の
で
連
用
形
。

5

副詞

名詞

助詞

名詞

助詞
助詞

動詞

助動詞

　 　

　 　

解
説

確
認 

2

P.
74

確
認 

1

P.
50

P.
44
～
47



25

三
章

単
語
の
い
ろ
い
ろ

テ
ス
ト 

2

P.116	
	
	

(1)　
オ　
　
(2)　
ウ　
　
(3)　
コ　
　
(4)　
キ　
　
(5)　
ケ

(6)　
エ　
　
(7)　
イ　
　
(8)　
ア　
　
(9)　
ク　
　
(10)　
カ

(1)　
「
行
か
な
い
」
を
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

す
る
副
詞
。

(4)　
一
語
で
一
文
節
を
作
っ
て
い
る
の
で
、
自
立
語
。

(8)　
文
の
成
分
と
し
て
は
独
立
語
だ
が
、
品
詞
は
名
詞
。

(10)　
「
大
き
い
」
は
形
容
詞
だ
が
、「
大
き
な
」
は
連
体
詞
。

普
通
名
詞
…
人
間　
文
明　
大
都
市　
（
順
不
同
）

固
有
名
詞
…
東
京　
　
数
詞
…
ひ
と
り

形
式
名
詞
…
こ
と　
　
代
名
詞
…
そ
れ

　
名
詞
の
種
類　
　

形
容
詞
…
さ
わ
が
し
い　
活
用
形
…
エ

形
容
動
詞
…
静
か
に　
活
用
形
…
イ

　

形
容
詞
か
形
容
動
詞
か
は
終
止
形
で
見
分
け
る
。「
い
」

で
終
わ
れ
ば
形
容
詞
。　
　
　
　
　
　
「
だ
・
で
す
」
で
終

わ
れ
ば
形
容
動
詞
。

P.117	
	
	

(1)　
Ａ　
イ　
　
Ｂ　
カ　
　
Ｃ　
エ

(2)　
名
詞　
　
(3)　
ウ

(4)　
品
詞
名
…
形
容
詞　
活
用
形
…
連
用
形　

(5)　
ち
ら
り
と

(6)　
終
止
形
…
不
思
議
だ　
品
詞
名
…
形
容
動
詞

(7)　
ⓑ　
　
(8)　
う

(1)	　
「
は
」
は
副
助
詞
。
主
語
を
作
る
の
で
格
助
詞
と
ま
ち

が
え
や
す
い
。

(2)	　
「
近
く
」
は
、
形
容
詞
「
近
い
」
が
名
詞
に
変
わ
っ
た

1
解
説2

解
説

P.
36
～
39

3
解
説

確
認 

1

P.
54確

認 

1

P.
62

4
解
説

確
認 

1

P.
96

も
の
。「
近
い
所
」
と
い
う
意
味
。
こ
の
よ
う
に
、
他
の

品
詞
か
ら
転
じ
た
名
詞
を
「
転て
ん

成せ
い

名め
い

詞し

」
と
い
い
、
普ふ

通つ
う

名め
い
詞し

と
し
て
扱あ
つ
か

う
。

(3)	　
「
置
か
ぬ4

」
と
言
い
換か

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ

の
「
な
い
」
は
助
動
詞
。
ウ
は
断
定
の
助
動
詞
「
だ
」
の

終
止
形
。

(4)	　
形
容
詞　
　
　
　
　
　

	 

(5)	　
「
見
る
だ
け
で
／
あ
っ
た
」
の
連
文
節
を
修
飾
す
る
副
詞
。

(6)	　

終
止
形
が
「
だ
」
で
終
わ
る
の
は
、
形
容
動
詞
で
あ
る
。

(7)	　

ⓑ
は
格
助
詞
。
そ
の
他
は
断
定
の
助
動
詞
「
だ
」
の
連

用
形
。

(8)	　

う
は
終
止
形
。
そ
の
他
は
連
体
形
。
動
詞
の
終
止
形
と

連
体
形
は
語
形
が
同
じ
な
の
で
、
あ
と
に
続
く
言
葉
で
見

分
け
る
。

四
章

重
点
学
習

ま
ぎ
ら
わ
し
い
語
の
見
分
け
方

1

【
あ
る
】／【
が
】

P.118	
	
	
	

(1)　
動
詞　
　
(2)　
連
体
詞

(3)　
動
詞　
　
(4)　
連
体
詞　

	
	
	
	

ウ

	

(1)　
イ　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
ウ

(1)　
イ　
　
(2)　
ア

P.119	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
ア

確
認 

1
・
2

P.
104

確
認 

1

P.
54

確
認 

2

・
P.
57

確
認 

1

P.
72

確
認 

1

P.
62

確
認 

4

P.
121

確
認 

3

P.
46

確
認 

1

確
認 

2

【
あ
る
】の
識
別
問
題

12

確
認 

3
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(1)　
イ　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
イ

(4)　
ア　
　
(5)　
ア

	

(1)　
イ　
　
(2)　
ウ　
　
(3)　
ア

(1)　
イ　
　
(2)　
ウ

四
章

重
点
学
習

ま
ぎ
ら
わ
し
い
語
の
見
分
け
方

1

【
だ
】／【
で
】

P.120	
	
	
	

(1)　
イ　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
ア

	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
イ

	

(1)　
ウ　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
イ

ア

P.121	
	
	
	

ア  
	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
イ

	

(1)　
イ　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
ウ

(1)　
イ　
　
(2)　
ア

四
章

重
点
学
習

ま
ぎ
ら
わ
し
い
語
の
見
分
け
方

1

【
と
】／【
な
】

P.122	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
イ

	
	
	
	

ア

	

(1)　
ウ　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
ア

確
認 

4

【
が
】の
識
別
問
題

12

確
認 

1

確
認 

2

【
だ
】の
識
別
問
題

12

確
認 

3

確
認 

4

【
で
】の
識
別
問
題

12

確
認 

1

確
認 

2

【
と
】の
識
別
問
題

1

(1)　
イ　
　
(2)　
イ

	
	
	
	

　
(2)
は
引
用
の
格
助
詞
。

P.123	
	
	
	

イ

	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
ア

	

(1)　
ウ　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
ア

(1)　
イ　
　
(2)　
ア

	
	
	
	

(1)	　
形
容
動
詞
「
細
や
か
だ
」
の
連
体
形
の
活か

つ
用よ
う

語ご

尾び

。

ア
「
い
ろ
ん
な
」
の
「
な
」
は
連
体
詞
の
一
部
。
ウ

は
断
定
の
助
動
詞
「
だ
」
の
連
体
形
。

(2)	　
断
定
の
助
動
詞
。
イ
は
連
体
詞
「
小
さ
な
」
の
一

部
。
ウ
は
形
容
動
詞
の
連
体
形
の
活
用
語
尾
。

四
章

重
点
学
習

ま
ぎ
ら
わ
し
い
語
の
見
分
け
方

1

【
な
い
】／【
に
】

P.124	
	
	
	

(1)　
形
容
詞　
　
(2)　
助
動
詞

(3)　
助
動
詞　
　
(4)　
形
容
詞

	
	
	
	

ウ

	

(1)　
ア　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
ウ　
　
(4)　
ア

ア

	
	
	
	

	　
「
速
く
存
在
し
な
い
」
と
言
い
換か

え
る
と
意
味
が
通

じ
な
い
の
で
こ
の
「
な
い
」
は
補
助
形
容
詞
。
イ
「
し

な
い
」
は
「
せ
ぬ
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の

「
な
い
」
は
助
動
詞
。
ウ
は
形
容
詞
。

P.125	
	
	
	

ウ
2

解
説

確
認 

3

確
認 

4

【
な
】の
識
別
問
題

12
解
説

確
認 

1

確
認 

2

【
な
い
】の
識
別
問
題

12
解
説

確
認 

3
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(1)　
イ　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
ア

	

(1)　
ア　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
ウ

(1)　
ウ　
　
(2)　
イ

	
	
	
	

(1)	　
(1)
と
ウ
は
形
容
動
詞
の
活か
つ

用よ
う

語ご

尾び

。
ア
は
副
詞
の

一
部
。
イ
は
格
助
詞
。

(2)	　
(2)
と
イ
は
副
詞
の
一
部
。
ア
は
格
助
詞
。
ウ
は
形

容
動
詞
の
活
用
語
尾
。

四
章

重
点
学
習

ま
ぎ
ら
わ
し
い
語
の
見
分
け
方

1

【
の
】／【
れ
る
・
ら
れ
る
】

P.126	
	
	
	

(1)　
格
助
詞　
　
(2)　
終
助
詞

	
	
	
	

(1)　
ウ　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
ア　
　
(4)　
イ

	

(1)　
イ　
　
(2)　
エ　
　
(3)　
ア　
　
(4)　
ウ

イ

	
	
	
	

	　
「
読
む
の
が
」「
う
る
さ
い
の
が
」
の
「
の
」
は
「
こ

と
」
に
言
い
換か

え
ら
れ
る
の
で
、
体
言
の
代
わ
り
。

P.127	
	
	

	

(1)　
エ　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
ウ

(5)　
イ　
　
(6)　
ウ

(1)　
イ　
　
(2)　
エ

	
	
	
	

	

(1)	　
(1)
と
イ
は
受
け
身
。
ア
は
尊
敬
、
ウ
は
可
能
、
エ

は
自
発
。

(2)	　
(2)
と
エ
は
可
能
。
ア
は
受
け
身
、
イ
は
自
発
、
ウ

確
認 

4

【
に
】の
識
別
問
題

12
解
説

確
認 

1

確
認 

2

【
の
】の
識
別
問
題

12
解
説

確
認 

3

【
れ
る
・
ら
れ
る
】の
識
別
問
題

12
解
説

は
尊
敬
。

(1)　
エ　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
ア　
　
(4)　
ウ

	
	
	
	

　
(1)
は
可
能
、
(2)
は
自
発
、
(3)
は
受
け
身
、
(4)
は
尊
敬
。

四
章

重
点
学
習

語
句
の
係
り
受
け

2

語
句
の
係
り
受
け
の
求
め
方

P.128	
	
	
	

係
る　
受
け
る

	
	
	
	

補
助

P.129	
	
	
	

(1)　
裏
切
っ
た　
　
(2)　
結
果
を　
　

(3)　
選
出
し
ま
す

(1)　
水
と
・
空
気
が　
　
(2)　
向
か
っ
て
・
い
た

	
	
	
	

(1)　
深
ま
り　
　
(2)　
い
な
か
っ
た

	
	
	
	

(1)　
成
功
す
る
だ
ろ
う
と　
　
(2)　
負
け
て
も

(3)　
忘
れ
な
い

四
章

重
点
学
習

語
句
の
係
り
受
け

2

ま
と
め

P.130	
	
	
	

(1)　
エ　
　
(2)　
ウ　
　
(3)　
ア　
　
(4)　
ア

(5)　
ウ

	
	
	
	

(1)	　

直
後
に
読
点
が
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
。「
バ
ー

ゲ
ン
セ
ー
ル
に4

」
と
な
っ
て
い
る
の
で
「
つ
め
か
け

た
」
に
係
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(3)	　
「
い
ろ
ん
な
」
は
連
体
詞
な
の
で
、
体
言
を
ふ
く

む
文
節
に
係
る
。

(4)　
呼
応
の
副
詞
「
な
ぜ
」
は
「
～
か
」
と
呼
応
す
る
。

(1)　
で
き
る
と　
　
(2)　
小
鳥
の
よ
う
な

3
解
説

確
認 

1

確
認 

2

確
認 

3

12

確
認 

4

確
認 

5

1
解
説2
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(3)　
走
っ
て
い
た
の
を　

(4)　
認
識
し
て
お
く
べ
き
だ
と

(5)　
消
滅
し
な
い
と

	
	
	
	

(2)　
「
ま
る
で
～
の
よ
う
な
」
と
呼
応
す
る
。

(4)	　
「
し
っ
か
り
と
」
の
直
後
に
読
点
が
あ
る
の
で
、

す
ぐ
あ
と
の
「
真し
ん

剣け
ん

に
考
え
る
」
で
は
な
く
、「
認に
ん

識し
き

し
て
お
く
べ
き
だ
と
」
に
係
る
と
考
え
ら
れ
る
。

P.131	
	
	
	

(1)　
Ａ
…
な
か
っ
た
の
で　
Ｂ
…
驚
い
た

(2)　
Ａ
…
開
け
る
と　
Ｂ
…
し
て

(3)　
Ａ
…
面
白
が
る
の
で　
Ｂ
…
報
告
す
る

(4)　
Ａ
…
話
さ
れ
る　
Ｂ
…
口
調
で

(5)　
Ａ
…
あ
っ
た
の
を　
Ｂ
…
見
つ
け
た
の
で

	
	
	
	

(2)	　
Ｂ
「
し
て
」
の
直
後
に
読
点
が
あ
る
の
で
、
そ
の

範は
ん
囲い

内な
い
で
係
る
言
葉
を
探
す
。

(3)	　
「
よ
く
」
は
、「
得
る
」
で
は
な
く
「
報
告
す
る
」

に
係
る
。

(4)	　
Ａ
「
と
き
ど
き
」
は
状
態
の
副
詞
。
主
に
動
詞
を

ふ
く
む
文
節
を
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

す
る
。
Ｂ
「
静
か
な
」
と

「
重
々
し
い
」
は
ど
ち
ら
も
「
口
調
で
」
に
係
っ
て
い
る
。

(1)　
①　
エ　
　
③　
エ

(2)　
②　
し
な
か
っ
た　
　
④　
見
た

⑤　
向
い
た

(3)　
一
週
間
ぶ
り
の

	
	
	
	

(1)　
①　
「
昨
日
→
し
て
し
ま
っ
た
」
と
係
る
。

(2)　
②	　
「
決
し
て
～
な
い
」
と
い
う
副
詞
の
呼
応
。

(3)	　
「
一
週
間
ぶ
り
の
→
会
話
を
」「
照
れ
笑
い
を
交
え

解
説3

解
説4

解
説

た
→
会
話
を
」
と
係
る
。

五
章

敬
語

敬
語
の
種
類

敬
語
の
種
類
と
使
い
方

P.132	
	
	
	

(1)　
行
き
ま
す　
丁
寧
語

(2)　
い
ら
っ
し
ゃ
る　
尊
敬
語

(3)　
伺
う　
謙
譲
語

	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
ア

P.133	
	
	
	

(3)　
ア

	
	
	
	

(1)　
行
き
ま
し
た　
　
(2)　
一
年
生
で
す

(3)　
い
い
で
す
か

	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
ア

	
	
	
	

(3)	　
「
食
べ
ま
す
」
は
丁て
い

寧ね
い

語ご

「
ま
す
」
が
使
わ
れ
て
い

る
。
相
手
の
動
作
を
高
め
た
言
い
方
は「
召
し
あ
が
る
」。

(1)　
話
さ
れ
る　
　
(2)　
調
べ
ら
れ
る

(3)　
起
き
ら
れ
る

P.134	
	
	
	

(1)　
お
書
き
に
な
る　
　
(2)　
お
付
け
に
な
る

(3)　
ご
説
明
に
な
る

(1)　
召
し
あ
が
る　
　
(2)　
お
っ
し
ゃ
る

(3)　
い
ら
っ
し
ゃ
る　
　
(4)　
く
だ
さ
る

(5)　
な
さ
る

田
中
様
・
お
名
刺
・
ど
な
た
・
お
名
前　
（
順
不
同
）

	
	
	
	

	　
「
お4

茶
」「
お4

米
」「
お4

金
」
は
丁
寧
語
（
美
化
語
）。

話
し
手
が
自
分
の
言こ
と

葉ば

遣づ
か

い
を
上
品
に
す
る
た
め
に
使

う
言
葉
で
あ
る
。「
お4

名め
い
刺し

」「
お4

名
前
」
は
、
相
手
の

事
物
に
し
か
使
わ
な
い
の
で
、
尊
敬
語
で
あ
る
。

確
認 

1

確
認 

2

12

確
認 

3

1
解
説2345

解
説
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(1)　
ア

P.135	
	
	
	

(2)　
イ　
　
(3)　
ア　
　
(4)　
ア　
　
(5)　
イ

	
	
	
	

小
社
・
拙
宅
・
粗
品
・
私
ど
も
・
愚
息　
（
順
不
同
）

	
	
	
	

	　
「
ご
研
究
」「
井い
の

上う
え

殿ど
の

」「
御お
ん

社し
ゃ

」
は
、
相
手
の
こ
と

を
高
め
る
言
い
方
な
の
で
尊
敬
語
。「
お
花
」「
お
茶
」

は
丁
寧
語（
美
化
語
）。

(1)　
お
書
き
す
る　
　
(2)　
お
渡
し
す
る

(3)　
ご
連
絡
す
る　
　
(4)　
ご
心
配
す
る

(1)　
さ
し
あ
げ
る　
　
(2)　
申
し
あ
げ
る

(3)　
い
た
だ
く　
　
(4)　
伺
う　
　

(5)　
お
目
に
か
か
る

①　
申
し　
　
②　
い
た
だ
き　
　
③　
伺
い

五
章

敬
語

敬
語
の
種
類

尊
敬
語
と
謙
譲
語
の
使
い
分
け

P.136	
	
	
	

(1)　
イ　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
ア

(4)　
ア　
　
(5)　
イ

(1)　
い
ら
っ
し
ゃ
る　
　
(2)　
拝
見
し　
　
(3)　
お
る

(4)　
く
だ
さ
る　
　
(5)　
お
っ
し
ゃ
る　
　
(6)　
な
さ
る

P.137	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
ア

(1)　
イ　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
ア　
　
(4)　
ア

(1)　
お
書
き
に
な
っ
て

(2)　
　
　
お
話
し
し
ま
す
（
お
話
し
い
た
し
ま
す
）

(3)　
　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す

(4)　
　
　
お
読
み
に
な
っ
た

(5)　
　
　
ご
案
内
し
ま
す
（
ご
案
内
い
た
し
ま
す
）

確
認 

4

12
解
説345

確
認 

1

12

確
認 

2

123

例例例例

	
	
	
	

	　
(1)
・
(4)
は　
「
お
書
き
な
さ
っ
て
」「
お
読
み
な
さ
っ

た
」
と
し
て
も
間ま

違ち
が

い
で
は
な
い
が
、「
お
（
ご
）

…
…
に
な
る
」
と
言
う
の
が
普ふ

通つ
う
で
あ
る
。

五
章

敬
語

敬
語
の
種
類

い
ろ
い
ろ
な
敬
語
／
間
違
え
や
す
い
敬
語

P.138	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
イ

(5)　
イ　
　
(6)　
ア

	
	
	
	

	　
(1)
・
(2)
・
(6)
は
、
相
手
の
事こ
と
柄が
ら
に
付
い
て
い
る
「
お
」

や
「
ご
」
な
の
で
、
尊
敬
語
。「
ご
飯
」
や
「
お
寿す

司し

」、

「
お
風ふ

呂ろ

」
は
、
相
手
へ
の
敬
意
で
は
な
く
、
自
分
の
言
葉

を
美
し
く
す
る
も
の
な
の
で
美
化
語
。

	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
ア

P.139	
	
	
	

(1)　
ア　
　
(2)　
イ　
　
(3)　
エ　
　
(4)　
ウ

	
	
	
	

(1)	　

先
生
の
動
作
な
の
で
、「
見
る
」
の
尊
敬
語
「
ご

覧
に
な
る
」
を
使
う
の
が
正
し
い
。

(2)	　

相
手
の
動
作
な
の
で
、「
ご
記
入
に
な
っ
（
て
）」

と
す
る
。

(3)	　
「
お
話
し
に
な
る
」
の
尊
敬
表
現
に
、
尊
敬
の
助

動
詞
「
れ
る
」
と
尊
敬
語
「
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
が
あ

り
、
敬
語
の
重
ね
す
ぎ
で
あ
る
。

(4)　
「
お
兄
さ
ん
」
を
「
兄
」
と
す
る
。

(1)　
父　
　
(2)　
　
　
お
伝
え
に
な
っ
て
（
お
伝
え
）

(3)　
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

(4)　
申
し
て

(5)	　
　
　
ご
持
参
に
な
っ
て
い
る（
ご
持
参
な
さ
っ
て
い
る
）

解
説

確
認 

1
解
説

確
認 

2

確
認 

3

1
解
説2

例

例
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(6)　
　
　
ご
訪
問
に
な
り
（
ご
訪
問
な
さ
い
）

(7)　
病
気

	
	
	
	

(3)	　
「
伺う
か
が

う
」
は
「
行
く
・
来
る
」
の
謙け
ん
譲じ
ょ
う

語ご

。「
先
生

も
」
が
主
語
に
な
る
の
で
尊
敬
語
を
使
う
。

(4)	　
「
弊へ
い

社し
ゃ

」
は
、
自
分
の
会
社
を
へ
り
く
だ
っ
て
言

う
謙
譲
語
。
尊
敬
語
「
お
っ
し
ゃ
っ
て
」
で
は
な
く
、

謙
譲
語
「
申
し
て
」
を
使
う
の
が
適
切
。

(5)	　
敬
語
が
二
重
、
三
重
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
尊
敬

表
現
「
ご
…
…
に
な
る
」+

「
…
…
れ
る
」+

「
い
ら

っ
し
ゃ
る
」
と
、
敬
語
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

(6)	　
「
お
（
ご
）
…
…
す
る
」
は
謙
譲
語
。「
国
王
」
が

動
作
の
主
体
な
の
で
、
尊
敬
語
「
お
（
ご
）
…
…
に

な
る
」
を
使
う
。

(7)	　
身
内
に
尊
敬
語
を
使
う
の
は
間ま

違ち
が
い
。「
ご
病
気
」

の「
ご
」は
尊
敬
語
な
の
で
、
取
っ
て「
病
気
」と
す
る
。

五
章

敬
語

テ
ス
ト

P.140	
	
	

(1)　
尊
敬
語　
　
(2)　
謙
譲
語　
　
(3)　
丁
寧
語

　
(1)
は
相
手
の
動
作
な
の
で
尊
敬
語
、
(2)
は
自
分
の
動
作
な
の

で
謙け
ん

譲じ
ょ
う

語ご

、
(3)
は
言こ
と

葉ば

遣づ
か
い
を
丁て
い

寧ね
い
に
す
る
丁
寧
語
。

(1)　
イ　
　
(2)　
ウ　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
ア

(5)　
ウ　
　
(6)　
ア

(1)　
お
っ
し
ゃ
い　
　
(2)　
参
る　
　
(3)　
ご
報
告
す
る

(4)　
さ
し
あ
げ　
　
(5)　
い
ら
っ
し
ゃ
る

(1)　
出
か
け
て　
　
(2)　
伺
う

例

解
説

1
解
説234

P.141	
	
	

(3)　
い
た
だ
き　
　
(4)　
拝
見
い
た
し

	
	
	

(1)　
拝
啓　
　
(2)　
謙
譲
語　
　
(3)　
に
な
る
（
な
さ
る
）

(4)　
い
た
だ
き　
　
(5)　
決
ま
り
ま
し
た
ら

(6)　
聞
く
（
尋
ね
る
）

(7)　
お
元
気
→
元
気

　　
申
さ
れ
→　
　
お
っ
し
ゃ
い
（
言
わ
れ
）

　　
（「
お
元
気
」「
申
さ
れ
」
は
順
不
同
）

(1)	　
「
拝は

い

啓け
い

」
は
、
手
紙
文
の
初
め
に
書
い
て
、
相
手
へ
の

敬
意
を
表
す
言
葉
。「
つ
つ
し
ん
で
申
し
あ
げ
ま
す
」
と

い
う
意
味
の
謙
譲
語
。「
敬
具
」
で
結
ぶ
。

六
章

総
合

総
合
テ
ス
ト 

1

P.142	
	
	

文
節
…
五　
単
語
…
八

　
文
節
…
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
／
伝
統
的
な
／
料
理
の
／
手
法

を
／
学
ぶ
。」　

単
語
…
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
／
の
／
伝
統
的
な
／

料
理
／
の
／
手
法
／
を
／
学
ぶ
。」「
伝
統
的
な
」
は
一
文
節

一
単
語
。

(1)　
動
詞　
　
(2)　
①　
イ　
　
②　
エ

(1)　
終
止
形
は
「
覚
え
る
」。

(2)　
①　
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

・
被ひ

修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

の
関
係　

　
　
②　
補
助
の
関
係　

エ
　

エ
は
名
詞
「
脇わ
き

道み
ち

」
に
格
助
詞
「
に
」
が
付
い
た
も
の
。

他
は
形
容
動
詞
。「
～
な
」
と
い
う
形
に
活
用
さ
せ
て
み
て

意
味
が
通
じ
れ
ば
形
容
動
詞
。

5

例

解
説1

解
説

P.
6
～
9

2
解
説

確
認 

1

P.
40

確
認 

1

P.
14

確
認 

1

P.
22

3
解
説

確
認 

3

P.
125
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(1)　
エ

(2)　
活
用
形
…
連
体
形　
　
可
能
動
詞
…
つ
く
れ
る

(1)　
活
用
の
種
類
の
見
分
け
方　

(2)	　
「
の
」
に
続
い
て
い
る
の
で
連
体
形
。	

可
能
動
詞　

P.143	
	
	

(1)　
イ　
　
(2)　
①　
よ
う
だ　
　
②　
ウ

(1)	　
イ
は
主
語
を
示
す
。
他
は
連
体
修
飾
語
を
示
す
。	

(2)　
①　
「
よ
う
に
」
は
、
助
動
詞
「
よ
う
だ
」
の
連
用
形
。

　　
②	　
「
ま
る
で
生
き
物
み
た
い
に
…
」
と
い
う
た
と
え

の
意
味
。

(1)　

	

①　
ア　
　
②　
ア　
　
(2)　
a　
格　
　
b　
接
続

(1)　
①	　

動
詞
に
付
い
て
い
る
の
で
助
動
詞
。「
ぬ
」
に
置

き
換か

え
て
意
味
が
通
じ
れ
ば
助
動
詞
の
「
な
い
」。

　
　
　

　　
②	　

格
助
詞
で
場
所
を
示
す
用
法
。
イ
は
接
続
助
詞
。

ウ
は
断
定
の
助
動
詞
。
エ
も
格
助
詞
だ
が
、
原
因
・

理
由
を
示
す
用
法
。
格
助
詞　
　
　
　
　
　
　

	

見
分
け
方　

(2)　
格
助
詞
と
接
続
助
詞
の
見
分
け
方　

六
章

総
合

総
合
テ
ス
ト 

2

P.144	
	
	

(1)　
七　
　
(2)　
八

(1)	　
文
節
…
「
問
題
に
／
対
し
て
、
／
柔じ
ゅ
う

軟な
ん

な
／
発
想
で
／

対
処
し
て
／
い
か
な
く
て
は
／
な
ら
な
い
。」

4
解
説

確
認 

1

P.
50

確
認 

3

P.
46

確
認 

2

P.
42

5
解
説

確
認 

2

P.
91

確
認 
2

P.
108

6
解
説

確
認 

1
・
2

P.
124

確
認 

4

P.
92

確
認 

4

P.
121

確
認 

4

P.
95

1
解
説

(2)	　
付
属
語
…
「
問
題
に◯
／
対
し
て
、
◯
／
柔
軟
な
／
発
想
で◯
／

対
処
し
て◯
／
い
か	

な
く	

て◯	

は◯
／
な
ら	

な
い
。」 

(1)　
ウ　
　
(2)　
テ
レ
ビ
や
電
話
を

(1)
・
(2)　
並へ
い

立り
つ

の
関
係　

イ
　
「
驚お
ど
ろ

き
」
は
、
動
詞
「
驚
く
」
が
名
詞
に
変
わ
っ
た
転て
ん

成せ
い

名め
い

詞し

。
ア
は
助
動
詞
、
ウ
は
動
詞
、
エ
は
副
詞
。

(1)　
連
体
修
飾
語　
　

(2)　
記
号
…
ア　
　
品
詞
名
…
連
体
詞　
　
(3)　
形
容
動
詞

(1)	　

す
べ
て
体
言
（
名
詞
）
を
ふ
く
む
文
節
を
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

し
て
い

る
。

(2)
・
(3)　
ま
ぎ
ら
わ
し
い
語
の
見
分
け
方　

P.145	
	
	

(1)　
ウ　
　
(2)　
ア　
　
(3)　
イ　
　
(4)　
イ

(1)	　

引
用
の
格
助
詞
を
探
す
。
ア
は
並
立
、
イ
は
共
同
を
示

す
。

(2)	　

比ひ

較か
く

の
基
準
を
示
す
も
の
を
探
す
。
イ
は
限
定
、
ウ
・

エ
は
起
点
を
示
す
。

(3)	　

受
け
身
の
助
動
詞
を
探
す
。
ア
は
自
発
、
ウ
は
尊
敬
の

助
動
詞
。
エ
は
可
能
動
詞
「
走
れ
る
」
の
活か
つ
用よ
う
語ご

尾び

。

　
れ
る
・
ら
れ
る　

　
可
能
動
詞　

(4)	　

過
去
の
助
動
詞
を
探
す
。
ア
・
ウ
・
エ
は
断
定
の
助
動

詞
。

(1)　
ア

(2)　
①　
破
っ
た　
　
②　
副
詞　
　
③　
主
語

(1)	　
「
気
さ
え
す
る
」
の
「
さ
え
」
は
添て
ん

加か

を
示
す
。
ア
は

P.
6
～
9

2
解
説

確
認 

1

P.
20

3
解
説4

解
説

確
認 

2

P.
15

確
認 

4

P.
123

5
解
説

確
認 

4

P.
92

確
認 

4

P.
92確

認 

3

P.
127

確
認 

2

P.
42

確
認 

2

P.
120

6
解
説
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限
定
を
示
す
。

(2)　
①	　

説
明
の
文
に
、「
と
う
と
う
」
は
「
連れ
ん

用よ
う

修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

語ご

」

と
あ
る
の
で
、「
と
う
と
う
」
が
修
飾
す
る
用
言
を

ふ
く
む
文
節
を
探
す
。　
　
　
　
　

	 
　　
②	　

活
用
の
な
い
自
立
語
で
、
そ
れ
だ
け
で
連
用
修
飾

語
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
副
詞
。

　　
③	　
「
ボ
ク
は
」
は
、
述
語
「
破
っ
た
」
に
対
す
る
主

語
の
働
き
を
し
て
い
る
。　
　
　
　
　

六
章

総
合

総
合
テ
ス
ト 
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(1)　
私
・
毎
朝
・
公
園
・
走
っ
・
い　
　
(2)　
エ

(3)　
品
詞
…
形
容
（
詞
）　　
活
用
形
…
連
体
（
形
）

(4)　
エ

(1)	　

自
立
語
は
、
文
節
の
初
め
に
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
文
節

を
作
れ
る
。

(2)	　
「
み
た
い
」
は
上
の
語
に
補
助
的
な
意
味
を
付
け
加
え

て
い
る
。

(3)	　
「
温
か
い
」
は
自
立
語
で
活
用
が
あ
り
、
終
止
形
が
「
～

い
」
で
終
わ
る
の
で
、
形
容
詞
。

　
ま
た
、「
気
持
ち
」
と
い
う
体
言
を
修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

し
て
い
る
の
で
、

連
体
形
。

(4)	　

｢

受
け
る
」
に
「
な
い
」
を
付
る
と
、「
受
け
―
な
い
」

と
、
直
前
の
音
が
エ
段
と
な
る
の
で
、
下
一
段
活
用
。

　
ま
た
、「
ま
す
」
に
続
く
の
で
、
連
用
形
。
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確
認 

1

P.
48

(1)　
イ　
　
(2)　
Ⅰ　
エ　
　
Ⅱ　
キ　
　

P.147	

(3)　
エ

(1)	　
「
た
」
と
「
よ
う
に
」
は
付
属
語
（
助
動
詞
）
な
の
で
、

「
あ
き
れ
た
よ
う
に
」
で
一
文
節
。

(2)　
Ⅰ　
「
に
」
は
活
用
の
な
い
付
属
語
。

　　
Ⅱ	　
カ
は
接
続
助
詞
「
の
に
」
の
一
部
。
ク
は
助
動
詞

「
そ
う
だ
」
の
連
用
形
「
そ
う
に
」
の
一
部
。
ケ
は

形
容
動
詞
「
さ
わ
や
か
だ
」
の
連
用
形
「
さ
わ
や
か

に
」
の
活か
つ

用よ
う

語ご

尾び

。
問
題
文
と
キ
の
「
に
」
は
場
所

を
表
す
格
助
詞
。

(3)	　

問
題
文
の
「
諦あ
き
ら

め
よ
う
」
の
「
よ
う
」
は
、
意
志
を
表

す
助
動
詞
。

(1)　
　
　
な
さ
っ
て
い
る
（
さ
れ
て
い
る
）

(2)	　
　
　

主
語
が
「
先
生
」
の
と
き
に
は
、
尊
敬
語
を
使
う

の
が
正
し
い
の
に
、
謙
譲
語
が
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
。

(1)　
「
し
て
」
の
部
分
を
尊
敬
語
に
直
す
。

(2)	　

相
手
の
動
作
に
つ
い
て
は
尊
敬
語
を
使
う
こ
と
を
説
明

す
る
。

	
	
	

(1)　
三
（
つ
）　　
(2)　
読
ま
れ
て　
　
(3)　
ウ

(1)	　

｢

れ
」
は
尊
敬
、「
ま
し
」
は
丁て
い

寧ね
い
、「
た
」
は
過
去
を

表
す
助
動
詞
。　
　
　
　
　

  

・　
　
　
　

(3)　
ア
・
イ
・
エ
は
、
補
助
の
関
係
。　
　
　
　
　

　
ウ
の
「
い
る
」
は
動
詞
で
、「
学
校
に
」
が
「
い
る
」

を
修
飾
し
て
い
る
の
で
、
修
飾
・
被ひ

修し
ゅ
う

飾し
ょ
く

の
関
係
。
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